
 

資料-5. 現地写真集 

 

5－1 概略設計現地調査時 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

1. 集落と用水路岸の廃棄物 (Ash Shurafah 村) 2. 生活排水の流出状況 (Al Nafas 村) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

3. 幹線排水路 No.4 と除去されたホテイアオイ 4. 排水庁による機材を用いた浚渫作業 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

5. 水路沿いに積まれた牛糞 (Al tanapra 村) 6. 馬車による牛糞運搬と堆肥化 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

7. 幹線排水路 No.4 の排水再利用ポンプ場 8. 同左、エンジン駆動ポンプ (Shurafah ポンプ場)
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9. バハルエルヌール灌漑水路中流部 (Al Saei 村) 10. バハルエルヌール灌漑水路末端     

（排水再利用施設計画地点） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

11. ビヤラ排水路上流部（ビヤラ市街） 12. ビヤラ排水路中流部 
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5－2 概略設計補足現地調査時 

(1) Micro Bubble Device（MBD）実証試験         

  

 

 

 

 

 

 

 

1.MBD 実証試験サイト(Drain No.4) 2. 仮設工事完成後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. MBD 用仮設足場 4. 土木シート敷設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 仮設排水路、水質試験用仮設橋 6. 仮設排水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. MBD 8. MBD 設置 
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9. MBD 運転時 10. MBD 運転時の泡の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. MBD 引き上げ時、ゴミが多く付着している 12. MBD 仮排水路での運転時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.底泥調査用器具（表層用） 14. 底泥調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. Shurafah ポンプ場、吐水槽（ポンプ運転時） 16. 吐水槽出口部での MBD 運転 
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 (2) 栽培試験         

  

 

 

 

 

 

 

 

1. 屋内での発芽試験 2. 温室栽培の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. イネの湛水栽培 4. MB 改良水によるイネの栽培結果（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. キャベツの栽培状況 6. MB 改良水によるキャベツの栽培結果（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. MB 改良水によるホウレン草の栽培結果（右） 8. 葉緑素量測定（SPAD) 
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資料-6. 汚水処理施設の検討 

 

 本資料では、汚水処理施設として水路内直接浄化施設及び集落排水処理施設を検討する。 

1. 水路内直接浄化施設 

1-1 浄化方法の選定 

 水路の水質改善を目的とし、本事業のカウンターパート（C/P）である水資源灌漑省がこ

のような施設を設置・維持管理する場合、施設の設置条件として考えられる場所は、C/P が

管轄している河道内または高水敷である。河道内または高水敷（水路内）に設置可能な浄

化方法は、「河川直接浄化の手引き（平成 9 年 3 月 31 日）（財）国土開発技術研究センター」

を参考にして、一般的な浄化方法の比較を同資料より抜粋して次頁に、本事業としての比

較表を表 1-1 に示す。 

次頁の比較表より、設置場所として「河道内・高水敷に設置可能」であり、かつ維持管

理が容易な（汚泥処理が年１回以内）浄化方法は、以下の浄化手法が選定される 

- エアレーション 
- 礫間接触酸化法 
- ばっ気付礫間接触酸化法 
- 植物体利用 

現地調査の結果、No.4 排水路は流速が極端に遅いため、DO 値は１mg/l 以下となってお

り、嫌気化している。このことから、エアレーション手法として日本の最新技術であるマ

イクロバブルの導入により DO 値を高くし、流下による自然浄化能力が高まると予測される。

さらに、No.4 排水路の水質汚濁の程度により、補足施設を追加する。 
後段の接触酸化法は、マイクロバブルによりエアレーションを行った後であることから、

無ばっ気の「礫間接触酸化法」を選定する。 
すなわち、排水再利用を行う排水路の水質改善は、下記の組み合わせにより処理を行う

計画とする。 

- エアレーション：新技術であるマイクロバブル 

- 植物体利用：菜食可能な空心菜 

- 礫間接触酸化法：排水路の汚濁程度による追加施設 

 以下に、これらの手法を検討する。 
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1-2 マイクロバブル 

 (1) マイクロバブルについて 

「マイクロバブル」とは、水質浄化に

必要な微生物などの活性を高めるために

導入する曝気法（汚水に酸素を溶け込ま

せること）の新技術で、直径が 50μｍ以

下の気泡とされ、それよりも気泡の小さ

いものをマイクロ・ナノバブル、ナノバ

ブルと称している。 

マイクロバブルは 1995 年に開発され、

実用化されて 10 年程度を経た日本独自

の技術である。同技術を導入した製品の

世界における日本のシェアーはほぼ100％

である。本事業への適応性は以下の通りである。 

① 従来の方法と比較しての効果や効率の優位性：従来の曝気装置と比較すれば、以下

の点で優れていると言える。 

- 気泡径が小さいため、水中の滞留時間が 400 倍である。 

- 酸素溶解効率が 3 倍以上となるため、早期に溶存酸素濃度を高めることが可能

である。 

- マイクロバブルの圧壊により、物理化学処理による化学物質・有機物の分解に

期待できる。 

- 気泡による SS 分の浮上分離効果が期待できる。 

- 付随効果として、単収量の増加、成長期間の短縮、品質の向上が期待できる。 

② 当該技術を導入した製品や設備における世界での日本製品のシェアー： 

マイクロバブルは日本で開発された技術であり、一部中国で類似製品の開発がある

が、世界での日本製品のシェアーは、ほぼ 100％である。 

(2) 一般的な曝気装置とマイクロバブル装置の DO 値について 

(a) 気泡保持能力について 
集落排水処理施設で利用されている一般的な曝気装置(ディフューザータイプ）とマ

イクロバブル装置の比較を行うと以下の通りである。 

表 1-2 マクロバブルとディフューザーの比較表 

 マイクロバブル ディフューザー 

気泡径 50μｍ以下 平均 1㎜(1,000μm）程度 

水中滞留時間の比 400 1 

酸素溶解効率 51％ 16％ 

マイクロバブル 
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表 1-2 において、 

① 気泡径 

ディフューザーの気泡径は、型式により異なるが概ね 1～5 ㎜程度である。 

マイクロバブルの気泡径は、その定義から、50μｍ以下となる。 

② 水中滞留時間 

マイクロバブルの上昇速度の比として示し、気泡の上昇速度はストークスの法則

で求めた理論値により計算している。これによると上昇速度は気泡径の 2 乗に比

例する。従って、気泡径がディフューザーの場合と比較して 20 倍違うので、水

中滞留時間は 400 倍長くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 酸素溶解効率 

ディフューザーの場合は、集落排水処理施設の設計に用いられる設計値（水深 5m）

を用いた。また、マイクロバブルの場合はメーカー資料からの参照である。 

以上の通り、水温・設置条件・投入空気量などによりこの効率は変化するが、気泡

のみを捉えると、効率が高いことが言える。また、ディフューザーの気泡は水面まで

上昇し破裂するが、マイクロバブルの気泡は、滞留時間の長さから水中にて破裂する。

このことからも酸素溶解効率が高いことが言える。 

流水がある場合でも気泡の上昇速度が大きく異なるので、流速に関わらず、マイク

ロバブルの方が酸素溶解効率は高くなる。 
 

(b) 酸素供給効果について 
マイクロバブルの直接的な効果は、「水中の溶存酸素濃度（DO)を高める性質が高い」

ということである。

DO とは水中に溶け

る酸素量のことで、

魚類の呼吸に必要

なだけでなく、微生

物が水質浄化をす

る際や、植物が根か

ら吸収するために

極めて重要な指標

の一つである。マイ

V=(1/18×ｇｄ２)/Γ 

上式において、 

V ：上昇速度（ｍ／ｓ） 

ｇ ：重力加速度（ｍ／ｓ２） 

ｄ ：気泡直径（ｍ） 

Γ ：水中の動的粘性係数（ｍ２／ｓ） 
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クロバブルを用いて空気を水中に送ると、DO 値が短時間に著しく改善することが証明

されている。 

一般的な曝気装置（ディフューザー）とマイクロバブル発生装置の溶存酸素濃度の時

間的比較をすると、上図に示すとおり１時間程度経過後に、マイクロバブル装置の濃

度が 8 倍程度になっていることが確認される。また、ディフューザーからの気泡は、

水面まで上昇して破裂するが、マイクロバブルの気泡は水中にて破裂するため、これ

によっても水中の溶存酸素濃度は高くなった。溶存酸素濃度の向上が土壌環境の改善

につながり、マイクロバブルによって水質改善された農業用水が作物の生育や品質向

上にも効果を発揮していることも確認されている。 

 

 

 
(c) その他の付随効果 

参考文献によれば、マイクロバブル水を農業に利用することにより、以下の効果も

期待できる。 

- 単収量の増加 
- 成長期間の短縮 
- 品質の向上 

(3) 水路でのマイクロバブル（ナノバブル）の事例 

マイクロバブルの水質改善効果として最も顕著なものが、水中の溶存酸素濃度の増加

である。このことから、閉鎖性水域（湖沼・湾内）での採用事例が多い。 

日本では河川への適用例は少ないが、その理由として、流速があるため対象とする流

量が大きくなり、その結果処理施設が一般的に大規模となり費用対効果の面で不利にな

るためである。 

また、マイクロバブルの歴史から判断すると、実用化されて 10 年程度の新技術である

ため、まずは閉鎖性水域から導入された経緯があると考えられる。 

閉鎖性水域でなく、流速のある水路などで採用された事例は以下の通りである。 

作物の生育状況 
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表 1-3 水路での実績比較表 

 設置河川等名 設置場所 改善効果 

① 遠賀川河口堰猪

熊 
福岡県遠賀郡水巻町 

藻類の異常増殖の抑制・水道原水の異臭味物

質低減 

② 咲州キャナル 大阪市住之江区 藻類発生防止、生態系改善 

③ 旧芝川 埼玉県鳩ヶ谷市 溶存酸素濃度が 4.7mg/l から 32mg/l に上昇

①②は、完全な流水状態では無く、水の流れはあるが、閉鎖性水域に近い状態である 

日本国内においては「エ」国と比較し、水路幅が小さく河川勾配が急なため、流速が

速い河川が多い。このことから、流下することにより河川表面が乱れることにより酸素

供給が行われ、酸素供給の自浄作用により河川浄化が行われていると考えられる。しか

し、現在の国内での課題となるのは、流域内の人口増加により河川へ生活排水及びその

他の汚濁物質が流入し、河川の持つ自浄能力を越えた場合に水質の汚濁が発生すること

である。 

このような河川浄化の一般的な方法としては、物理的処理（沈殿・ろ過・曝気）及び

生物学的処理がある。沈殿・ろ過を除けば、全ての処理方式において、曝気をする事（溶

存酸素が高まること）により処理効果が高まる。 

今回対象とする排水路は、COD の値が高くなっている。従って、マイクロバブルによ

り、排水路内の DO 値を高めることにより、微生物反応が活発となり、生物学的処理によ

る水質浄化能力の向上が確実に期待できると考えられる。 

(4) 高度処理技術としてのマイクロバブル（ナノバブル） 

下水道の定義として、「高度処理」とは、通常の有機物除去を主とした二次処理で得ら

れる処理水質以上の水質を得る目的で行う処理を指す。また、その導入理由としては、

以下の 3 つがあげられる。 

① 放流水域の水質環境基準の達成維持 
② 処理水の再利用 
③ 放流水域の利水対応 

この中で膜処理を行うのは ②に該当する場合であり、飲料水に近いレベルの水質が要

求される場合である。ただし、下水処理水に膜処理を採用しているのは、全国で 10 ヶ所

程度であり、規模も小規模の処理施設となっている。下水処理において膜処理が普及し

ないのは、建設費及び維持管理費とも高価であり、１m3 当たりの処理単価が数百円とな

ることが大きな要因と考えられる。 

マイクロバブルと膜処理の処理性能を比較した場合、膜処理の方が処理性能は高い。

しかし、農業用水の排水再利用を前提とした場合には、膜処理を行うまでの処理水質（飲

料水に近いレベル）は必要がなく、かつ単価数百円の処理水を農業用水に利用すること

は、現実的ではないと判断できる。 

マイクロバブルの水処理に対しての性質として以下の内容が挙げられる。 
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① 溶存酸素濃度を高める 

  嫌気性から好気性へ移行することにより生物学的処理能力が高まる。 

水生生物の増加 

②マイクロバブルによる圧壊 

  物理化学処理による化学物質・有機物の分解 

③気泡による浮上分離 

  SS が気泡に付着し、浮上分離される。 

上記のとおり、通常の下水処理に利用される曝気装置と比較すれば、その能力は高い

と判断できる。その付随効果として物理的処理・化学的処理が期待できる。 

従って、通常の処理と比較すれば、高度な処理が期待できると言える。 
 

1-3 植物体利用  

植物体利用の浄化原理は、基本的に以下の 3 点に要約される 

① 粒子態栄養塩の沈殿・吸着及びリンの不活性化作用、 
② 底質中に生息する脱窒菌による亜硝酸態窒素、硝酸態窒素の脱膣作用、 
③ 流水、底質表面、水中植物の表面等に生息する従属栄養細菌による有機物の

無機化作用 

本浄化法は、植物体の接触沈殿作用により、浮遊物質が沈殿し、土壌表面に堆積する。

有機物を多く含む浮遊物質が多量に堆積すると、植物体の根腐れや嫌気化に伴い悪臭が

発生する場合があるので、堆積物のかきとりが必要な場合がある。また、植物は春から

秋が生育期間であり、冬期は枯れてしまう。枯れた植物体は土壌菌等により分解されて

窒素、リンを溶出させるため、植物体の刈り取りを年に 1 回行うことが必要である。 

植物体利用として一般的なものは、ホテイアオイであり、現地の排水路内でもよく見

られる。しかし、本事業でどのような植物を利用するかは、水質調査結果により詳細検討

する必要があるが、現段階では野菜とし

て食用可能な「空心菜」にて計画する。 

 空心菜は通年栽培が可能であり、食用

可能なうえ、BOD、窒素・リンの除去性

能に優れており、生態系への影響が無い、

等の特性を持ち、近年日本国内で植生浄

化に多く採用されつつある。アジアでは

多く栽培されているが、「エ」国内のレス

トランでも使用されている。 

 

 

空芯菜
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 「空心菜」の窒素除去速度は 0.51g/m2/日、

リン除去速度は 0.55g/m2/日程度である。根

が長く成長し、水路内にて根による SS の捕

捉もあり、SS の除去効果が期待できる。し

たがって、根による捕捉効果を高めるために、

排水路内にコンクリート水路を設置し、写真

に示す様なフロート型の植生浄化を計画す

る。 

 

1-4 礫間接触酸化法 

 河川の汚濁物質は河床面に沈殿・吸着したり、河床面に生息する生物によって形成され

た生物膜に吸着・分解されて浄化される。礫間接触酸化法は河川で起こっているこのよう

な自浄作用を人為的に増幅したものである。 

 礫間接触酸化法の浄化原理は、接触沈殿（水中の浮遊物質が礫に接触し、沈殿が促進さ

れる）及び生物による酸化分解（礫表面に発生した微生物により水中の有機物の吸着、吸

収、生物分解が起こる）であり、接触沈殿による SS 及び SS 性 BOD の浄化効果が大きい。 

 礫間接触酸化法の機能低下をきたさないための、対象水質の適用条件は以下のとおりで

ある。 

① 対象河川の BOD は 20～30 mg/l 以下であること。 

② 対象河川水中に DO があること。 

③ ごみが流入しないこと 

 礫間接触酸化法では、河川水に含まれる DO を利用するために、適用できる BOD 濃度に

限界がある。このため、礫間接触酸化槽の底部よりエアレーションを行い、槽内に DO を連

続的に供給し、生物による酸化分解機能をさらに高めることにより、適応できる BOD 濃度

範囲を 80 mg/l 以下まで広げた方式が、曝気付礫間接触酸化法である。 

 

フロート型の植生浄化 
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2. 集落排水処理施設 

2-1 処理方式の概要 

 日本の集落排水処理施設における主な汚水処理形式及びその特徴を以下に示す。また、

概略フローを図 2-1 に、比較表を表 2-1 に示す。 

(1) 腐敗槽方式 

- 流入した汚水を腐敗槽にて沈殿分離し、若干の嫌気性分解を行う処理方式であり、

処理水は地下浸透または消毒して放流する。 
- SS 系の BOD の沈殿および嫌気性分解のみであるので、処理能力は低い。 
- 日本では処理性能が低いことから現在使用されていないが、「エ」国の小規模汚水処

理ではよく利用される形式である。 
- 汚泥処理は、腐敗槽の沈殿汚泥をバキュームカーにより引抜き搬出する。 
- 維持管理は汚泥引抜きのみであり、容易である。 

(2) 沈殿分離＋接触ばっ気方式 

- 流入した汚水は沈殿分離槽により沈殿分離され、接触ばっ気槽により好気処理され

る。接触ばっ気槽後段の沈殿槽により沈殿分離され、処理水は消毒槽を通過後放流

される。 
- 汚泥は沈殿槽から沈殿分離槽へ移送し、沈殿分離槽内の沈殿汚泥をバキュームカー

により引抜き搬出する。 
- 処理能力は、BOD 除去率 90％程度が期待できる。 
- 維持管理は汚泥引抜きの他、接触ばっ気槽の逆洗が必要となる。 

(3) 嫌気性ろ床槽＋接触ばっ気方式 

- 流入した汚水は嫌気性ろ床槽により沈殿および嫌気性分解が行われ、接触ばっ気槽

により好気性処理、沈殿槽により沈殿分離され、処理水は消毒槽を通過後放流され

る。 
- 汚泥は沈殿槽および嫌気性ろ床槽から汚泥濃縮貯留槽へ移送し、汚泥濃縮貯留槽内

の沈殿汚泥をバキュームカーにより引抜き搬出する。 
- 処理能力は、BOD 除去率 90％程度が期待できる。 

- 維持管理は汚泥引抜きの他、接触ばっ気槽・嫌気性ろ床槽の逆洗が必要となる。 

(4) 回分式活性汚泥方式 

- 流量調整槽に流入した汚水はタイムスケジュールに応じて、間欠的に回分槽へ流入

する。回分槽では、流入工程、ばっ気工程、攪拌工程、流出工程により処理され、

消毒槽を通過後放流される。 
- 汚泥は回分槽の沈殿工程において、沈殿する汚泥を汚泥濃縮貯留槽へ移送し、汚泥

濃縮貯留槽内の沈殿汚泥をバキュームカーにより引抜き搬出する。 
- 処理能力は、BOD 除去率 90％程度が期待できるが、運転手法により高性能な処理が
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期待できる。 
- 維持管理はシーケンス制御が必要であり、回分槽のタイムスケジュール制御の他、

流入汚水濃度に応じて変化する回分槽内の汚泥濃度を MLSS 計で制御し、汚泥引抜

き量を調整する他、回分槽内に設置する DO 計を用いて必要な DO 濃度となる様にば

っ気量を調整する必要があり、シーケンス制御が適性に保たれない場合には処理性

能が極端に低くなる。 

(5) 連続流入間欠ばっ気方式 

- ばっ気槽に流入した汚水は連続的に沈殿槽へ流入し、沈殿分離後、消毒槽を通過し

放流される。 
- 汚泥は沈殿槽の汚泥を汚泥濃縮貯留槽へ移送し、汚泥濃縮貯留槽内の沈殿汚泥をバ

キュームカーにより引抜き搬出する。 
- 処理能力は BOD 除去率 90％程度が期待できるが、運転手法により高性能な処理が期

待できる。 

- 維持管理は流入汚水濃度に応じて変化するばっ気槽内の汚泥濃度を MLSS 計で制御

し、沈殿槽からの返送汚泥量を調整する他、ばっ気槽内に設置する DO 計を用いて必

要な DO 濃度となる様にばっ気量を調整する必要があり、シーケンス制御が適性に保

たれない場合には、処理性能が極端に低くなる。 

(6) 膜分離活性汚泥方式 

- 脱窒槽に流入した汚水は、ポンプにより硝化槽へ移送される。硝化槽内の活性汚泥

は、自然流下により脱窒槽へ返送される。硝化槽内に MF 膜を設置し、吸引ポンプに

より消毒へ移送、消毒槽を通過し放流される。 

- 汚泥は脱窒槽の汚泥を汚泥濃縮貯留槽へ移送し、汚泥濃縮貯留槽内の沈殿汚泥をバ

キュームカーにより引抜き搬出する。 

- 処理能力は、BOD 除去率 98％程度であり、窒素・リンの除去効果も高い。 

- 維持管理は脱窒槽内の汚泥引抜量の調整の他、膜の維持管理が必要である。膜の破

損および目詰まりが発生した場合に処理能力がほとんど無くなる。 
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腐敗槽方式 P;ポンプ
流入→ 腐敗槽 消毒槽 →放流 AP;エアリフトポンプ

AB；ばっ気ブロワー
地下浸透 BB;逆洗ブロワー

MP；攪拌ポンプ
沈殿分離＋接触ばっ気方式 MAP;ばっ気攪拌装置

流入→ 沈殿分離槽 接触ばっ気槽 沈殿槽 消毒槽 →放流

嫌気性ろ床槽＋接触ばっ気方式

流入→ 嫌気性ろ床槽 接触ばっ気槽 沈殿槽 消毒槽 →放流

回分式活性汚泥方式

流入→ 流量調整槽 回分槽 消毒槽 →放流

連続流入間欠ばっ気方式

流入→ ばっ気槽 沈殿槽 消毒槽 →放流

膜分離活性汚泥方式

流入→ 脱窒槽 硝化槽 MF膜 消毒槽 →放流

汚泥濃縮貯留槽

汚泥濃縮貯留槽

汚泥濃縮貯留槽

汚泥濃縮貯留槽

汚
泥

汚
泥

AP

BB AB

BB ABBB

AP

P AP

汚
泥

MP

P

P

汚
泥

MAP

AP

P

汚
泥

AB

AB

P

P

AB
P

汚
泥

 
 
 
 

図 2-1 集落排水処理施設概略フロー図 
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2-2 集落排水処理施設の選定 

 表 2-1 に示すとおり、浮遊生物方式は生物膜方式に比べて採用実績が多く、敷地面積が少なくてすむ

有利性があるが、処理性能は維持管理に依存するところが大きく、高度な維持管理により水質が確保さ

れる方式である。したがって、機器の維持管理費も高く、本地区への採用は困難であると考えられる。

また、腐敗槽は現在「エ」国において小さな集落の処理方式として多く採用されているが、処理性能が

低くかつ水質向上効果が望めないため、将来の水資源全体の水質を考慮すると、望ましくないと思われ

る。 

したがって、集落排水処理施設としては生物膜方式を採用する。 

生物膜方式を大別すれば、以下の型式がある。 

- 沈殿分離＋接触ばっ気 

- 嫌気性ろ床槽＋接触ばっ気 

いずれの型式も、接触材の逆洗を行わないと生物膜肥大による接触材の破損及び目詰まりにより、処

理能力の低下が懸念される。 

このうち、維持管理項目が軽減できる型式の「沈殿分離＋接触ばっ気」を採用する事とし、接触ばっ

気槽内のろ材として、近年日本で多く採用される担体型接触材を採用する。これにより逆洗が不要とな

り、通常のばっ気槽と比較して、担体に生物膜が保持されることから、比較的安定性の高い処理水が得

られると思われる。 

主な維持管理としては、１回／年程度の汚泥引抜きおよびブロワー２台の点検のみとなる。 

最終的には、「エ」国の上下水道公社（ホールディングカンパニー）が採用している処理型式、将来

計画及び維持管理体制等を考慮して決定する。 
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資料-7. 集落排水処理施設の設計 

 

 
 各槽容量は、日本の「浄化槽構造基準」に基づき算定する。汚水量原単位は、日本の単

独浄化槽原単位(50ｌ/人･日)に雑排水として 10ｌ/人･日を加算して 60ｌ/人･日とした。実施

に当たっては、水質及び水量を詳細調査して精査の必要がある。 

 

１．設計諸元 

① 計画処理人口；500 人（日本国内換算 100 人） 

② 汚水量原単位；60ｌ/人・日（日本国内 300ｌ/人・日） 

③ 処理型式；沈殿分離＋接触ばっ気（担体利用型） 

④ 日平均汚水量；0.06m3/人・日×500 人＝30m3/日 

    計算書中、n；処理人口、q；汚水量原単位とする。（浄化槽構造基準より） 

２．沈殿分離槽 

 必要容量；V=5＋0.25（n―10）＝5＋0.25（100―10）= 27.5m3 

 有効水深；1.5m 以上 → 3.0m 

 

２－１．沈殿分離槽第１室 

 必要容量；全必要容量の 2/3 以上 

  V1＝27.5×2/3＝18.34m3 

 槽寸法；幅 2.0m、長さ 3.1m、水深 3.0m 

 実容量＝2.0×3.1×3.0＝18.6m3 ＞ 18.34m3 

 

２－２．沈殿分離槽第２室 

 必要容量；全必要容量の 1/3 以上 

  V2＝27.5×1/3＝9.17m3 

 槽寸法；幅 2.0m、長さ 1.6m、水深 3.0m 

 実容量＝2.0×1.6×3.0＝9.60m3 ＞ 9.17m3 

 

３．接触ばっ気槽 

 必要容量；V=2＋0.16（n―10）＝2＋0.16（100―10）= 16.4m3 

 有効水深；1.5m 以上 → 3.0m 
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３－１．接触ばっ気槽第１室 

 必要容量；全必要容量の 3/5 以上 

  V1＝16.4×3/5＝9.84m3 

 槽寸法；幅 2.0m、長さ 1.7m、水深 2.9m 

 実容量＝2.0×1.7×2.9＝9.86m3 ＞ 9.84m3 

 接触材必要量（充填率 55％）；9.86m3×0.55＝5.43m3 

 

３－２．接触ばっ気槽第２室 

 必要容量；全必要容量の 2/5 以上 

  V1＝16.4×2/5＝6.56m3 

 槽寸法；幅 2.0m、長さ 1.2m、水深 2.9m 

 実容量＝2.0×1.2×2.9＝6.96m3 ＞ 6.56m3 

 接触材必要量（充填率 55％）；6.96m3×0.55＝3.83m3 

 

４．沈殿槽 

 必要容量；V=0.7+0.04×（n―10）＝0.7＋0.04×（100－10）＝4.3m3 

      （ホッパー高さの 1/2 は、有効水深に含めない） 

 有効水深；1.0m 以上 

 ホッパー角度 60 度以上 

 水面積負荷；8m3/m2 以下 

 必要面積；30m3÷8m3/m2＝3.75m2 

 槽寸法；；幅 2.0m、長さ 2.0m、水深 2.9m（有効水深 2.2m） 

 実容量；2.0×2.0×1.5＝6.0m3 > 4.3m3 

 実水面積；2.0m×2.0m＝4.0m2 > 3.75m2 

  ＊スカムの流出を許容する事とし、越流堰、スカムスキマーは設置しない。 

  

５．消毒槽 

 必要容量；V＝q×n×1/24×1/4＝0.06×500×1/24×1/4＝0.32m3 

 槽寸法；幅 1.2m、長さ 1.2m、水深 1.2m 

 実容量；V＝1.2×1.2×1.2＝1.72m3 > 0.32m3 
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６．ブロワー能力算定 

 

６－１．ばっ気ブロワー 

 必要ばっ気量；Q=4＋0.25（n―10）＝4＋0.25（100―10）=26.5m3/時＝0.45m3/分 

 ばっ気ブロワー 

    0.45m3×3,500mmAq 

   φ32mm×1.5kw （新明和 ARH32S） 

 

６－２．エアリフトブロワー 

0.15m3×3,500mmAq 

φ25mm×0.75kw （新明和 ARH25S） 

 

７．主要機器リスト 

名   称 規   格 数量 

ばっ気ブロワー φ32mm×1.5kw×0.45m3/分 1 台 

エアリフトブロワー φ25mm×0.75kw×0.15m3/分 1 台 

予備ブロワー φ32mm×1.5kw×0.45m3/分 1 台 

消毒器 50kg 固形塩素充填型 1 基 

移流管 PVC φ200×φ150 3 基 

センターウエル φ600×2,200L SUS 1 基 

エアリフトポンプ φ150×3,100L PVC 1 基 

ボール弁 φ40mm、PVC 11 個 

散気装置 φ25mm×2 個付 5 基 

マンホール蓋 φ600 DCI 22 基 

空気配管 φ40mm、φ50mm SUS 1 式 

返送管 φ50mm SUS 1 式 

接触材 担体型（第１室；5.43m3、第２室；3.83m3） 1 式 

処理水浸透桝 φ1,200 ライナープレート L＝15m 1 基 
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資料-8. 水質調査結果 

 

水質資料及び水質調査結果として以下のものがある。 

8-1：「エ」国水質基準（Law-48） 

8-2：2007 年対象地区周辺の主要幹線水路の水質 

8-3：地区内灌漑水路及び排水路の水質試験結果データ（第 1 次現地調査水質試験結果） 

8-4：集落の水質試験結果データ（第 1 次現地調査水質試験結果） 

8-5：実証試験の水質試験結果データ（第 2 次現地調査水質試験結果） 

8-6：簡易水質試験器具による水質試験結果データ（第 2 次現地調査水質試験結果） 

 

 

 

A8-1



 

 

8-
1：
「

エ
」

国
水

質
基

準
（

L
aw

-4
8）

 

 

A
rti

cl
e 

60
A

rti
cl

e 
61

A
rti

cl
e 

62
A

rti
cl

e 
65

A
rti

cl
e 

66
St

an
da

rd
s

by
 M

O
H

by
 M

O
I

D
ra

in
 W

at
er

Se
w

ag
e 

W
at

er

C
ol

or
＜

 1
00

 d
eg

re
es

Fr
ee

 fr
om

 c
ol

or
ed

su
bs

ta
nc

es
＜

 1
00

 u
ni

t
色

度

To
ta

l s
ol

ub
le

 so
lid

 su
bs

ta
nc

es
50

0
80

0
10

00
50

0
10

00
全

溶
解

性
物

質

Te
m

pe
ra

tu
re

5 
ab

ov
e 

th
e 

av
er

ag
e

35
℃

5 ℃
35

℃
温

度

O
do

r
-

Fr
ee

 fr
om

 c
ol

or
ed

su
bs

ta
nc

es
Fr

ee
 fr

om
 c

ol
or

ed
su

bs
ta

nc
es

臭
気

D
is

so
lv

ed
 o

xy
ge

n
＞

 5
＞

 5
＞

 4
溶

存
酸

素
（

D
O

)
H

yd
ro

ge
n 

ex
po

ne
nt

7 
～

 8
.5

6 
～

 9
7 
～

 8
.5

水
素

イ
オ

ン
濃

度
（

ｐ
H

)
A

bs
or

be
d 

bi
ot

ic
 o

xy
ge

n
＜

 6
20

30
＜

 1
0

60
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
（

B
O

D
)

30
40

(D
ic

hr
om

at
e)

 ＜
 1

5
80

化
学

的
酸

素
要

求
量
（

CO
D

) （
2 ｸ

ﾛ
ﾑ
酸

ｶ
ﾘ
ｳ
ﾑ）

10
15

(P
er

m
an

ga
na

te
) ＜

 6
40

化
学

的
酸

素
要

求
量
（

CO
D

)(
過

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ﾝ
酸

ｶ
ﾘ
ｳ
ﾑ
)

Su
sp

en
de

d 
su

bs
ta

nc
es

30
30

50
浮

遊
物
（

SS
）

O
rg

an
ic

 n
itr

og
en

＜
 1

-
有

機
性

窒
素
（

O
N

)
A

m
m

on
ia

＜
 0

.5
＜

 0
.0

5
ア

ン
モ

ニ
ア
（

N
H

3 ）
G

re
as

e 
an

d 
oi

ls
＜

 0
.0

1
5

10
＜

 1
10

油
脂

類

To
ta

l A
lk

al
in

es
20

 ～
 1

50
50

 ～
 2

00
ア

ル
カ

リ
度

Su
lfa

te
s

＜
 2

00
1

-
1

硫
酸

塩
（

SO
4 ）

M
er

cu
ry

 c
om

po
un

ds
＜

 0
.0

01
0.

00
1

＜
 0

.0
01

水
銀
（

H
g ）

Ir
on

＜
 1

1
＜

 1
鉄

（
Fe
）

M
an

ga
ne

se
＜

 0
.5

0.
5

＜
 1

.5
マ

ン
ガ

ン
（

M
n ）

C
op

pe
r

＜
 1

1
＜

 1
銅

（
C

u ）
Zi

nc
＜

 1
1

＜
 1

亜
鉛
（

Zn
）

D
et

er
ge

nt
s

＜
 0

.5
0.

05
＜

 0
.5

界
面

活
性

剤

N
itr

at
es

＜
 4

5
30

30
＜

 4
5

50
硝

酸
塩
（

N
O

3 ）
Fl

uo
rid

es
＜

 0
.5

0.
5

＜
 0

.5
フ

ッ
素
（

F ）
Ph

en
ol

＜
 0

.0
2

0.
00

1
0.

00
2

＜
 0

.0
2

フ
ェ

ノ
ー

ル

A
rs

en
ic

＜
 0

.0
5

0.
05

＜
 0

.0
5

砒
素
（

A
s ）

C
ad

m
iu

m
＜

 0
.0

1
0.

01
＜

 0
.0

1
カ

ド
ミ

ウ
ム
（

Cd
）

C
hr

om
iu

m
＜

 0
.0

5
0.

05
＜

 0
.0

1
ク

ロ
ム
（

C
r ）

C
ya

ni
de

＜
 0

.1
＜

 0
.1

シ
ア

ン

Le
ad

＜
 0

.0
5

0.
05

-
鉛

（
Pb

）

Se
le

ni
um

＜
 0

.0
1

-
セ

レ
ン
（

Se
）

Ta
nn

in
 a

nd
 li

gn
ite

-
＜

 0
.5

タ
ン

ニ
ン
、

亜
炭

Ph
os

ph
at

e
-

1
＜

 1
リ

ン
酸

塩

C
ar

bo
n-

ch
lo

ro
fo

rm
 a

bs
tra

ct
s

-
＜

 1
.5

炭
化

ク
ロ

ロ
ホ

ル
ム

Po
te

nt
ia

l n
um

be
r o

f t
he

 c
ol

on
ic

gr
ou

p 
in

 1
00

 c
m

3
-

25
00

50
00

50
00

大
腸

菌
群

数

＜
10

項
目

St
at

em
en

t

C
he

m
ic

al
ly

 c
on

su
m

ed
 o

xy
ge

n

 
上
表

に
お

い
て

、
A

rt
ic

le
 6

0；
一

般
排

水
基

準
、

A
rt

ic
le

 6
1；

保
健

省
の

定
め

る
排

水
基

準
、

A
rt

ic
le

 6
2；

排
水

量
10

0m
3/
日

以
下

の
排

水
基

準
、

 
A

rt
ic

le
 6

5；
排

水
再

利
用

時
の

水
質

基
準

、
A

rt
ic

le
 6

6；
塩

水
域

へ
の

排
水

基
準

 

A8-2



 

 

8-
2：

20
07

年
対

象
地

区
周

辺
の

主
要

幹
線

水
路

の
水

質
 

M
on

th
B

O
D

C
O

D
D

O
pH

TD
S

N
O

3
N

H
4

C
u

Fe
M

n
Zn

M
g

T-
P

T-
N

　
B

ah
r T

ira
 （

幹
線

灌
漑

水
路
）

Ja
n.

28
32

2.
30

7.
41

73
3

5.
00

1.
50

0.
00

0
1.

00
0

0.
00

0
2.

06
0.

61
6.

55
Fe

b.
20

22
1.

40
7.

67
76

9
4.

32
1.

40
0.

02
0

0.
65

5
0.

01
3

2.
30

0.
55

5.
67

M
ar

.
A

pr
.

30
42

2.
90

7.
72

40
2

1.
70

0.
51

0.
65

5
0.

01
3

1.
48

0.
31

2.
25

M
ay

16
24

3.
20

7.
63

37
3

3.
45

1.
04

0.
02

0
0.

65
5

1.
23

0.
27

4.
54

Ju
n.

19
26

1.
90

7.
50

50
8

1.
40

0.
42

0.
01

7
1.

18
0

0.
15

2
0.

05
9

1.
89

0.
37

1.
86

Ju
l.

20
27

2.
00

7.
44

43
7

3.
20

0.
96

0.
02

0
0.

65
5

1.
65

0.
20

4.
20

A
ug

.
31

43
4.

60
6.

87
24

2
3.

56
1.

07
0.

00
8

0.
95

8
0.

01
9

1.
40

0.
10

4.
68

Se
p.

18
22

4.
00

6.
88

35
6

0.
80

0.
24

0.
02

7
0.

77
5

0.
02

9
1.

32
0.

14
1.

09
O

ct
.

17
20

3.
50

6.
89

44
1

3.
78

1.
13

0.
07

1
0.

73
0

0.
00

9
1.

48
0.

34
4.

95
N

ov
.

11
13

2.
40

7.
63

53
2

2.
20

0.
66

0.
07

1
0.

73
0

0.
00

9
0.

99
0.

20
2.

90
D

ec
.

13
15

5.
62

7.
44

44
3

4.
00

1.
20

0.
04

6
0.

66
1

0.
01

5
0.

99
0.

34
5.

24
A

ve
.

20
26

3.
07

7.
37

47
6

3.
04

0.
92

0.
03

0.
79

0.
15

0.
02

0
1.

53
0.

31
3.

99
　

G
ha

rb
ia

 d
ra

in
 P

S 
N

o.
4 
（

幹
線

排
水

路
）

Ja
n.

40
46

2.
80

7.
45

75
8

4.
60

1.
38

0.
00

0
2.

00
0

0.
00

0
1.

73
0.

91
6.

03
Fe

b.
28

30
0.

90
7.

48
1,

11
0

5.
43

1.
90

0.
06

6
0.

51
1

0.
00

7
2.

30
0.

96
7.

11
M

ar
.

A
pr

.
24

33
1.

30
7.

41
85

3
5.

34
1.

60
0.

51
1

0.
00

7
2.

63
0.

59
6.

98
M

ay
22

29
0.

90
7.

56
81

2
4.

70
1.

41
0.

06
6

0.
51

1
1.

97
0.

57
6.

16
Ju

n.
27

34
0.

70
7.

70
70

9
5.

78
1.

73
0.

59
0

1.
69

0
0.

61
1

0.
00

7
2.

14
0.

35
7.

55
Ju

l.
29

35
0.

70
7.

29
77

3
2.

80
0.

84
0.

06
6

0.
51

1
2.

55
0.

28
3.

68
A

ug
.

25
35

1.
60

6.
89

66
9

4.
40

1.
32

0.
00

0
0.

41
8

0.
00

0
1.

89
0.

30
5.

77
Se

p.
28

33
2.

30
6.

90
63

9
5.

34
1.

60
0.

01
7

0.
84

3
0.

01
2

2.
30

0.
24

6.
99

O
ct

.
11

14
1.

80
6.

88
87

0
4.

00
1.

20
0.

04
2

0.
74

3
0.

03
5

2.
63

0.
49

5.
24

N
ov

.
19

23
2.

15
7.

35
1,

17
7

3.
00

0.
90

0.
04

2
0.

74
3

0.
35

0
2.

14
0.

32
3.

94
D

ec
.

22
24

1.
23

7.
38

1,
32

1
5.

00
1.

50
0.

04
4

1.
07

0
0.

03
3

2.
22

0.
49

6.
54

A
ve

.
25

31
1.

49
7.

30
88

1
4.

58
1.

40
0.

09
0.

87
0.

61
0.

02
0

2.
23

0.
50

6.
00

 

A8-3



 

 

8-
3：

地
区

内
灌

漑
水

路
及

び
排

水
路

の
水

質
試

験
結

果
デ

ー
タ

（
第

1
次
現

地
調

査
水

質
試

験
結

果
）

 

地
区

内
灌

漑
水

路
及

び
排

水
路

の
水

質
デ

ー
タ

　
（
1
）

測
定

箇
所

測
定

日
時

期
電

気
伝

導
率

水
素

ｲ
ｵ

ﾝ
指

数
溶

存
酸

素
温

度
塩

分
浮

遊
物

質
全

溶
解

性
物

質
全

溶
解

塩
全

燐
全

窒
素

硝
酸

態
窒

素
ｱ

ﾝ
ﾓ

ﾆ
ｱ

性
窒

素
油

分
　

・
ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ｽ

化
学

的
酸

素
要

求
量

化
学

的
酸

素
要

求
量

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量

界
面

活
性

剤
全

有
機

炭
素

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

吸
着

比

L
o
c
at

io
n

D
at

e
S
e
as

o
n

E
C

ｐ
H

D
O

T
E
M

P
S
al

in
it
y

S
S

T
D

S
T
S
S

T
-
P

T
-
N

N
O

3
N

H
4
-
N

O
il　

･
G

re
as

e
C

O
D

-
C

r
C

O
D

-
M

n
B

O
D

D
e
te

rー
ge

n
t

T
O

C
S
A

R

ｍ
S

m
g/

L
℃

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L

実
測

値

X
1

 バ
ハ

ル
エ

ル
ヌ

ー
ル

用
水

路
上

流
 取

水
口

付
近

20
0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

1
.2

3
7.

4
8

0.
0
7

28
.3

0
.6

9
2

-
99

2
0.

9
27

9
.8

-
-

< 
1

8
7

-
80

0
.0

4
1
0.

1
3
.9

6

X
2

 バ
ハ

ル
エ

ル
ヌ

ー
ル

用
水

路
下

流
 排

水
再

利
用

施
設

検
討

地
点

20
0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

1
.2

9
6.

9
5

2.
6
9

26
.3

0
.6

3
4

-
87

6
0
.0

7
5
.6

-
-

< 
1

5
1

-
12

0
.0

3
6
.3

5
4
.6

2

X
3

 ビ
ヤ

ラ
排

水
路

中
流

 排
水

再
利

用
施

設
検

討
地

点
20

0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

2
.4

7
7.

2
9

0.
9
7

27
1
.3

3
3

-
1
65

2
0
.5

3
19

.6
-

-
< 

1
5
5

-
20

0
.0

3
6
.9

1
6
.4

9

X
4

 ビ
ヤ

ラ
排

水
路

上
流

 ビ
ヤ

ラ
街

区
郊

外
20

0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

2
.1

2
7.

2
3

0.
1
9

25
.9

1
.1

1
9

-
91

9
0
.4

2
5
.6

-
-

< 
1

4
9

-
14

0
.0

3
5
.8

6
3
.7

8

X
5

 ビ
ヤ

ラ
排

水
路

下
流

 A
l 
D

o
ks

h
村

下
流

20
0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

3
.7

5
7
.4

0
.8

2
5.

0
2.

0
2
5

-
2
06

7
0
.7

8
.4

-
-

< 
1

5
4

-
20

0
.0

3
6
.2

5
9
.9

7

X
6

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

上
流

) 
N

af
as

橋
下

流
20

0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

1.
4

7.
5
3

0.
8
1

26
.3

0
.7

3
5

-
97

1
0.

4
08

2
1

-
-

< 
1

5
8

-
33

6
.1

3
0
.0

3
4
.4

3

X
7

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

中
流

) 
S
hu

ra
fa

hポ
ン

プ
場

付
近

20
0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

1
.4

7
7.

5
9

0.
3
4

25
.4

0
.7

4
2

-
1
00

9
0
.6

4
.2

-
-

< 
1

6
2

-
40

7
.4

3
0
.0

3
4
.6

4

X
8

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

下
流

) 
S
hu

ra
fa

hポ
ン

プ
場

下
流

の
橋

付
近

20
0
9.

1
0.

2
0

非
灌

漑
期

1
.4

7
7.

5
4

0.
0
3

26
.3

0
.7

4
1

-
97

7
0.

5
31

7
-

-
< 

1
5
9

-
28

6
.4

2
0
.0

2
4
.6

9

X
6

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

上
流

) 
N

af
as

橋
下

流
20

0
9.

1
2.

2
8

非
灌

漑
期

1
.7

5
9.

6
2

0
.1

15
.1

0
.8

1
4

1
15

8
5
.1

0.
05

5.
0

1
2

資
料

よ
り

バ
ハ

ル
テ

ラ
幹

線
用

水
路

20
0
7.

1
0月

.
非

灌
漑

期
-

6.
8
9

3
.5

-
-

-
44

1
-

0
.3

4
4.

9
5

3.
78

1.
1
3

-
2
0

-
17

-
-

-

バ
ハ

ル
テ

ラ
幹

線
用

水
路

20
07

.7
月

灌
漑

期
-

7.
4
4

2
.0

-
-

-
43

7
-

0.
2
0

4
.2

3
.2

0
0.

9
6

-
2
7

-
20

-
-

-

幹
線

排
水

路
N

o.
4 

(地
区

外
、

下
流

側
）　

D
ra

in
 N

o.
4 

排
水

ポ
ン

プ
場

20
0
7.

1
0月

.
非

灌
漑

期
-

6.
8
8

1
.8

0
-

-
-

87
0

-
0
.4

9
5.

2
4

4
.0

1
.2

0
-

1
4

-
11

-
-

-

幹
線

排
水

路
N

o.
4 

(地
区

外
、

下
流

側
）　

D
ra

in
 N

o.
4 

排
水

ポ
ン

プ
場

20
07

.7
月

灌
漑

期
-

7.
2
9

0
.7

0
77

3
-

0
.2

8
3.

6
8

2
.8

0
0.

8
4

-
3
5

-
29

-
-

-

水
質

基
準

エ
ジ

プ
ト

国
　

灌
漑

水
　

水
質

基
準

 L
ow

 N
o.

48
 A

rt
ic

le
 6

2
(1

98
2)

-
-

-
-

-
-

<
 3

0
-

<
 1

00
0

-
-

< 
30

-
<
 1

0
<
 4

0
< 

15
<
 3

0
-

-
-

エ
ジ

プ
ト

国
　

排
水

再
利

用
　

水
質

基
準

 L
o
w

 N
o
.4

8 
A
rt

ic
le

 6
5

(1
98

2)
7
.0

～
8
.5

>
 5

<
 5

0
0

< 
45

<
 0

.0
5

< 
1

<
 1

5
<
 6

<
 1

0
< 

0.
5

エ
ジ

プ
ト

国
　

排
水

　
水

質
基

準
 L

o
w

 N
o.

48
 A

rt
ic

le
 6

6
(1

98
2)

-
-

6
 ～

 9
>
 4

-
-

<
 5

0
-

<
 1

00
0

-
-

< 
50

-
<
 1

0
<
 8

0
< 

40
<
 6

0
-

-
-

日
本

国
　

用
水

基
準

 (
農

林
水

産
省

)
（1

97
1.

10
.4

)
-

0.
3

6
.0

～
7
.5

>
 5

-
-

1
00

-
-

-
1

-
1

-
-

6
-

-
-

-
注

）
　

青
色

：灌
漑

水
路

、
緑

色
：排

水
路

　
　

　
測

定
値

の
赤

字
は

エ
ジ

プ
ト

国
の

基
準

を
超

え
る

値
 

A8-4



 

 

地
区

内
灌

漑
水

路
及

び
排

水
路

の
水

質
デ

ー
タ

　
（
2
）

測
定

箇
所

塩
素

ホ
ウ

素
砒

素
ｶ
ﾄﾞ

ﾐｳ
ﾑ

ｺ
ﾊ

ﾞﾙ
ﾄ

ｸ
ﾛ
ﾑ

銅
鉄

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

ﾆ
ｯ
ｹ

ﾙ
鉛

亜
鉛

水
銀

全
大

腸
菌

群
数

L
o
c
at

io
n

C
h
lo

ri
de

B
o
ro

n
A

rs
e
n
ic

C
ad

m
iu

m
C

o
ba

lt
C

h
ro

m
-

iu
m

C
o
pp

e
r

Ir
o
n

M
an

ga
n

-
e
se

N
ik

e
l

L
e
ad

Z
in

c
M

e
rc

u
ry

T
o
ta

l　
C

o
lif

o
rm

s

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

m
g/

L
m

g/
L

μ
g/

L
C

F
U

/
1
0
0
m

L

実
測

値

X
1

 バ
ハ

ル
エ

ル
ヌ

ー
ル

用
水

路
上

流
 取

水
口

付
近

1
8
0

0
.3

2
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

7
0
.0

6
1

0.
1
08

0
.2

8
9

0
.0

1
<
 0

.0
0
1

0.
0
1

<
 0

.0
8

4
8
×

1
0
＾5

X
2

 バ
ハ

ル
エ

ル
ヌ

ー
ル

用
水

路
下

流
 排

水
再

利
用

施
設

検
討

地
点

2
1
0

0
.2

3
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

4
0
.0

2
8

<
 0

.0
2

0
.0

7
6

0
.0

0
5

<
 0

.0
0
1

0.
0
06

<
 0

.0
8

4
6
×

1
0
＾3

X
3

 ビ
ヤ

ラ
排

水
路

中
流

 排
水

再
利

用
施

設
検

討
地

点
6
0
0

0
.1

8
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

5
0
.0

2
8

0.
1
22

0
.1

3
0
.0

0
5

<
 0

.0
0
1

0
.0

6
4

<
 0

.0
8

2
5
×

1
0
＾3

X
4

 ビ
ヤ

ラ
排

水
路

上
流

 ビ
ヤ

ラ
街

区
郊

外
2
6
0

0
.1

7
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

4
0
.0

2
7

<
 0

.0
2

0
.0

3
5

0
.0

0
2

<
 0

.0
0
1

0.
0
53

<
 0

.0
8

5
4
×

1
0
＾3

X
5

 ビ
ヤ

ラ
排

水
路

下
流

 A
l 
D

o
ks

h
村

下
流

9
0
0

0
.3

2
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

4
0
.0

2
8

<
 0

.0
2

0
.4

4
5

0
.0

0
7

<
 0

.0
0
1

0.
0
75

<
 0

.0
8

3
6
×

1
0
＾3

X
6

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

上
流

) 
N

af
as

橋
下

流
2
9
0

0
.2

7
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

3
0
.0

2
3

<
 0

.0
2

0
.1

7
3

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

0.
0
22

<
 0

.0
8

1
0
×

1
0
＾5

X
7

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

中
流

) 
S

hu
ra

fa
hポ

ン
プ

場
付

近
3
5
6

0
.1

4
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

2
0
.0

1
5

<
 0

.0
2

0
.3

0
4

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

0.
0
27

<
 0

.0
8

9
0
×

1
0
＾5

X
8

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

下
流

) 
S

hu
ra

fa
hポ

ン
プ

場
下

流
の

橋
付

近
3
4
0

0
.2

1
<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
05

0
.0

2
0
.0

3
7

<
 0

.0
2

0
.1

3
9

<
 0

.0
0
1

<
 0

.0
0
1

0.
0
24

<
 0

.0
8

7
0
×

1
0
＾5

X
6

 幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
内

上
流

) 
N

af
as

橋
下

流

資
料

よ
り

バ
ハ

ル
テ

ラ
幹

線
用

水
路

-
-

-
-

-
-

0
.0

7
1

0.
7
3

1
.4

8
-

-
0.

0
09

-
-

バ
ハ

ル
テ

ラ
幹

線
用

水
路

-
-

-
-

-
-

0
.0

2
0

0.
6
55

1
.6

5
-

-
-

-
-

幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
外

、
下

流
側

）
　

D
ra

in
 N

o
.4

 排
水

ポ
ン

プ
場

-
-

-
-

-
-

0
.0

4
2

0.
7
43

2
.6

3
-

-
0.

0
35

-
-

幹
線

排
水

路
N

o
.4

 (
地

区
外

、
下

流
側

）
　

D
ra

in
 N

o
.4

 排
水

ポ
ン

プ
場

-
-

-
-

-
-

0
.0

6
6

0.
5
11

2
.5

5
-

-
-

-
-

水
質

基
準

エ
ジ

プ
ト

国
　

灌
漑

水
　

水
質

基
準

 L
o
w

 N
o
.4

8
 A

rt
ic

le
 6

2
-

-
-

-
-

-
-

-
-

0
.1

0
.0

5
-

-
-

エ
ジ

プ
ト

国
　

排
水

再
利

用
　

水
質

基
準

 L
o
w

 N
o
.4

8
 A

rt
ic

le
 6

5
-

-
<
 0

.0
5

<
 0

.0
1

-
<
 0

.0
1

<
 1

<
 1

<
 1

.5
-

-
<
 1

<
 0

.0
0
1

<
 5

0
0
0

エ
ジ

プ
ト

国
　

排
水

　
水

質
基

準
 L

o
w

 N
o
.4

8 
A

rt
ic

le
 6

6
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

<
 5

0
0
0

日
本

国
　

用
水

基
準

 (
農

林
水

産
省

)
-

-
0
.0

5
-

-
-

0
.0

2
-

-
-

-
0
.5

-
-

注
）
　

青
色

：灌
漑

水
路

、
緑

色
：
排

水
路

　
　

　
測

定
値

の
赤

字
は

エ
ジ

プ
ト

国
の

基
準

を
超

え
る

値
 

A8-5



 

 

I

I

A
l T

an
ap

ra
 v

ill
ag

e
A

l D
ok

sh
 V

ill
ag

e
 

 I A
l N

ah
as

 V
ill

ag
e

A
sh

 S
hu

ra
fa

h 
vi

lla
ge

  
I

A
l S

ae
i V

ill
ag

e

L
eg

en
d

X
1

W
at

er
 Q

ua
lit

y 
A

na
ly

si
s-

1 
Sa

m
pl

in
g 

Si
te

V
2

W
at

er
 Q

ua
lit

y 
A

na
ly

si
s-

2 
Sa

m
pl

in
g 

Si
te

W
as

te
w

at
er

 T
re

at
m

en
t F

ac
ili

ty
 &

 C
om

po
st

in
g

I
In

-S
tre

am
 T

re
at

m
en

t F
ac

ili
ty

R
e-

us
e 

Pu
m

p 
Fa

ci
lit

y
Ex

is
tin

g 
R

e-
us

e 
Pu

m
p 

Fa
ci

lit
y

Drain No. 4

Bahr El Nour Irrigation

Ash Shurafah Irrigation

Hamamo Drain

Bahr Biyala Irrigation

Biyala Drain

P

Dashlot Drain

P

P

P P

X
5

X
6

X
3

X
4

X
2

X
1V

1

V
2

V
3

V
4

V
5

X
7

X
8

第
 1

 次
 現

 地
 調

 査
 時

 水
 質

 試
 験

 位
 置

 図
 

 
                   X
は
、
排

水
路

の
水

質
で

あ
り

、
V
は
、

集
落

か
ら

の
生
活

排
水
原

水
（

溜
め

桝
を

含
む

）
の
水

質
で

あ
る

。

X
6
 

X
8
 

X
2
 

X
1
 

V
2
 

X
4
 

X
3
 

X
5
 

V
1
 

X
7
 

V
3
 

V
4
 

V
5
 

A8-6



 

 

8-
4：

集
落

の
水

質
試

験
結

果
デ

ー
タ

（
第

1
次

現
地

調
査

水
質

試
験

結
果

）
 

第
1
次

現
地

調
査

時
水

質
試

験
結

果
 (

試
験

-
2
)

（
1
/4

)

U
p

V
1

D
o
w

n
U

p
V

2
D

o
w

n
U

p
V

3
D

o
w

n
U

p
D

o
w

n
U

p
F
ro

n
t

B
ac

k
D

o
w

n

1
2
/
1
0

-
1
3
8
4

4
1
5
9

6
8
9

6
4
5

9
6
4

1
3
/
1
0

-
1
6
3
4

2
5
8
8

8
7
2

3
6
3

1
9
8

6
am

3
7
8
4

1
2
0
6

4
6
3
4

1
1
3
9

2
0
1
5

1
2
pm

7
5
9

1
3
1
0

6
1
6

1
1
6
0

1
4
56

1
1
4
9

1
3
8
0

1
2
2
7

1
3
0
1

1
5
3
3

1
5
7
5

1
4
0
9

5
1
1

8
5
6

1
3
3
1

6
p
m

5
2
6
6

1
3
4
9

6
1
5

1
3
9
0

1
3
6
1

1
5
/
1
0

-
1
3
5
4

2
1
7
6

1
3
7
9

1
0
3
2

1
4
5
0

1
6
/
1
0

-
1
2
0
2

2
2
6
1

1
8
4
2

1
3
7
7

1
4
2
2

6
am

1
3
1
9

2
8
7
6

5
8
7
1

3
6
2
5

2
4
5
8

1
2
pm

8
6
4

9
6
6

8
4
0

3
0
2
0

1
8
39

2
0
7
0

2
1
5
1

2
3
5
3

2
1
3
6

7
1
5
4

3
5
2
1

1
0
1
9

6
4
5
7

1
5
9
8

1
4
5
8

6
p
m

1
7
3
1

2
8
2
5

4
1
6
0

3
8
4
5

1
4
7
5

1
8
/
1
0

-
2
7
3
3

3
3
3
6

6
1
4
0

4
0
1

1
5
1
7

1
2
/
1
0

-
3
5

2
2
.4

1
1
.2

8
.4

2
2
.4

1
3
/
1
0

-
3
0
.8

9
8

1
1
.2

2
.8

9
8

6
am

2
3
.8

2
5
.2

6
1
.6

1
6
.8

6
0
.2

1
2
pm

5
.6

3
3
.6

4
.2

1
4

1
6.

8
2
.8

4
.2

2
.8

7
1
2
.6

9
.8

7
4
.2

1
5
.4

2
1

6
p
m

1
0
5

1
6
.8

9
.8

1
9
.6

4
.2

1
5
/
1
0

-
2
3
.8

2
2
.4

4
9

8
.4

4
.2

1
6
/
1
0

-
1
6
.8

9
.8

5
.6

7
4
.2

6
am

2
8

2
2
.4

9
3
.8

2
3
.8

9
.8

1
2
pm

2
.8

1
8
.2

<
2

7
5
.6

9
5.

2
9
.8

1
6
.8

1
1
6
.2

1
2
.6

5
.6

5
.6

9
.8

4
3
.4

4
.2

2
1

6
p
m

2
5
.2

9
.8

8
.4

5
7
.4

5
.6

1
8
/
1
0

-
3
9
.2

4
3
.4

1
5
4

5
.6

2
.8

1
2
/
1
0

-
1
.2

4
1
.3

9
0
.9

7
0
.4

1
2

1
.1

6

1
3
/
1
0

-
0
.8

0
3

0
.8

0
6

0
.6

6
9

0
.0

8
3

1
.8

4

6
am

1
.9

1
.1

1
1
.4

5
0
.8

7
5

1
.7

2

1
2
pm

0
.3

5
9

0
.5

1
.0

4
0
.4

0.
6

0
.2

7
3

0
.3

0
.3

3
0
.0

7
1
.1

8
5

0
.6

4
2

0
.3

9
1

1
.2

9
1
.1

8
1
.3

6

6
p
m

1
.7

6
1
.2

0
9

0
.2

2
1
.0

8
1
.5

5

1
5
/
1
0

-
0
.6

0
.9

0
.1

7
3

0
.3

2
7

0
.2

3
9

1
6
/
1
0

-
1
.2

3
1
.4

0
.7

6
0
.5

5
0
.2

6
9

6
am

1
.3

1
.2

2
.3

1
.9

0
.3

1
2
pm

0
.1

6
6

1
.6

5
0
.4

4
7

1
.7

1
2
.0

86
1
.5

8
1
.3

3
2
.6

1
.3

1
.7

4
1
.1

7
6

1
.4

3
1
.8

7
0
.2

9
5

0
.5

3
2

6
p
m

1
.3

1
.1

0
.7

0
.8

6
0
.3

4
6

1
8
/
1
0

-
1
.8

1
.5

2
.4

0
.1

1
1

0
.7

V
3

T
-
P

(m
g/

l)

1
4
/
1
0

1
7
/
1
0

A
l 
T
an

ap
ra

 V
ill

ag
e

P
ar

am
e
te

rs
D

at
e

T
im

e

E
l 
N

ah
as

 V
ill

ag
e

A
l 
D

o
ks

h
 V

ill
ag

e

V
4

V
1

A
l 
S
h
u
ra

fa
h
 V

ill
ag

e

S
S

(m
g/

l)

T
-
N

(m
g/

l)

1
4
/
1
0

1
7
/
1
0

1
4
/
1
0

1
7
/
1
0

V
5

A
l 
S
ae

i 
V

ill
ag

e

V
2

 

A8-7



 

 

第
1
次

現
地

調
査

時
水

質
試

験
結

果
 (

試
験

-
2
)

（
2/

4)

U
p

V
1

D
o
w

n
U

p
V

2
D

o
w

n
U

p
V

3
D

o
w

n
U

p
D

o
w

n
U

p
F
ro

nt
B

ac
k

D
o
w

n

12
/1

0
-

1
99

.3
2

1
84

.6
1

3
5.

2
5

10
0.

2
7

6
1.

2
5

13
/1

0
-

2
16

.2
7

38
3.

1
6
4.

2
1

2
9.

5
6

36
9.

8
1

6a
m

70
.4

4
57

.0
3

33
2.

1
9

4
7.

2
4

6
4.

4
6

12
pm

4
.6

4
39

.2
5

3
.0

1
10

.6
9

7
0.

78
4

3.
9
1

3.
4
6

2.
4
2

1.
8
5

2.
4
3

2.
7
3

0.
9
8

7.
6
3

2
9.

4
6

3.
2
1

6
pm

63
.7

6
52

.9
4

3
2.

1
2

7
0.

8
6

5.
4
2

15
/1

0
-

65
.3

9
63

.1
8

10
8.

0
1

62
.4

1
4.

7
8

16
/1

0
-

53
.3

5
29

.4
7

1
4.

6
3

9.
9
7

1
8.

0
8

6a
m

56
.0

1
70

.5
6

24
7.

9
2

9
6.

2
1

2
7.

1
6

12
pm

6
.4

5
43

.6
2

7
.4

6
2
65

.3
6

1
00

.8
3

4.
7
2

1
5.

8
3

20
3.

8
1

1
5.

0
1

1
1.

8
3

1
3.

1
6

9.
8
1

6.
0
9

1
5.

9
4

8.
6
3

6
pm

41
.2

8
30

.0
1

2
8.

1
4

11
1.

5
8

1
4.

9
5

18
/1

0
-

2
25

.0
1

80
.1

4
37

6.
1
1

3
9.

2
6

2
4.

6
3

12
/1

0
-

13
18

1
15

4
30

2
95

6
68

8

13
/1

0
-

12
47

2
30

1
61

4
26

4
2
18

8

6a
m

6
84

56
0

2
20

9
44

1
66

0

12
pm

42
3
19

21
9
6

68
7

3
1

4
1

3
2

2
8

2
1

2
3

8
5
4

24
1

2
9

6
pm

5
87

47
8

28
1

66
8

4
0

15
/1

0
-

6
25

58
6

93
1

56
2

19
6

16
/1

0
-

4
61

33
8

18
5

17
8

19
1

6a
m

5
28

64
0

1
75

1
80

0
22

8

12
pm

1
86

3
76

2
33

1
84

2
90

0
18

8
20

7
1
32

0
20

6
19

6
24

9
25

4
54

1
22

8
22

7

6
pm

3
69

24
7

22
3

87
4

20
0

18
/1

0
-

21
97

1
21

3
2
30

6
18

8
22

2

12
/1

0
-

6
60

46
0

5
0

27
0

25
0

13
/1

0
-

6
60

1
30

0
21

0
15

0
1
10

0

6a
m

5
40

35
0

1
30

0
27

0
42

0

12
pm

15
2
50

10
7
0

34
0

1
0

1
0

4
5

1
0

1
0

5
4
0

22
0

2
0

6
pm

3
60

22
0

20
0

28
0

2
0

15
/1

0
-

2
40

28
0

34
0

18
0

3
0

16
/1

0
-

1
40

6
0

3
0

1
8

3
5

6a
m

3
00

40
0

1
30

0
60

0
10

0

12
pm

20
1
00

25
1
08

0
66

0
5
5

4
0

82
0

4
5

2
5

4
0

3
5

52
0

10
0

3
0

6
pm

2
00

8
0

20
0

50
0

3
5

18
/1

0
-

12
00

21
0

1
30

0
16

0
10

0

T
O

C
(m

g/
l)

14
/1

0

17
/1

0

T
im

e

A
l 
S
ae

i 
V

ill
ag

e

P
ar

am
et

er
s

D
at

e

B
O

D
(m

g/
l)

14
/1

0

17
/1

0

C
O

D
(m

g/
l)

14
/1

0

17
/1

0

A
l 
T
an

ap
ra

 V
ill
ag

e
A

l 
S
hu

ra
fa

h
 V

ill
ag

e

V
1

V
2

V
3

V
4

V
5

E
l 
N

ah
as

 V
ill
ag

e
A

l 
D

o
ks

h 
V

ill
ag

e

 

A8-8



 

 

第
1
次

現
地

調
査

時
水

質
試

験
結

果
 (

試
験

-
2
)

（
3/

4)

U
p

V
1

D
o
w

n
U

p
V

2
D

o
w

n
U

p
V

3
D

o
w

n
U

p
D

o
w

n
U

p
F
ro

nt
B

ac
k

D
o
w

n

1
2/

10
-

1
.1

3
E
+
08

3
.9

3E
+
0
7

3.
5
5E

+0
6

8.
7
0
E
+0

5
3
.9

0
E
+
06

1
3/

10
-

4
.3

5
E
+
07

3
.9

5E
+
0
7

4.
5
3E

+0
6

9.
6
0
E
+0

5
2
.0

7
E
+
07

6a
m

5
.4

0
E
+
07

3
.4

0E
+
0
6

7.
7
0E

+0
6

1.
6
5
E
+0

7
5
.0

0
E
+
07

12
pm

7.
6
0E

+0
3

7
.0

0
E
+
07

3.
2
0E

+0
4

5
.0

0
E
+
06

1
.0

0E
+
0
7

8.
0
0
E
+0

4
2
.6

0
E
+
03

1.
6
0E

+0
4

1
.6

0
E
+
04

1.
1
0E

+0
4

1
.9

6
E
+
04

6
.8

0E
+
0
3

9.
8
0
E
+0

4
2
.2

0
E
+
07

6.
0
0E

+0
4

6
pm

2
.8

0
E
+
07

6
.0

0E
+
0
7

5.
0
0E

+0
7

8.
7
0
E
+0

6
2
.0

0
E
+
05

1
5/

10
-

1
.0

0
E
+
08

3
.9

0E
+
0
7

2.
5
0E

+0
7

1.
2
0
E
+0

7
3
.2

0
E
+
05

1
6/

10
-

1
.1

0
E
+
08

6
.0

0E
+
0
5

1.
5
0E

+0
5

1.
5
0
E
+0

4
4
.0

0
E
+
05

6a
m

2
.5

0
E
+
07

2
.3

0E
+
0
6

1.
4
0E

+0
8

5.
0
0
E
+0

7
4
.0

0
E
+
05

12
pm

4.
6
0E

+0
4

8
.0

0
E
+
04

2.
6
0E

+0
5

2
.0

0
E
+
08

1
.0

5E
+
0
4

4.
4
0
E
+0

4
9
.5

0
E
+
04

5.
0
0E

+0
2

6
.8

0
E
+
04

2.
8
0E

+0
4

1
.7

0
E
+
04

1
.3

0E
+
0
6

2.
2
0
E
+0

1
2
.8

5
E
+
04

6.
0
0E

+0
4

6
pm

5
.0

0
E
+
06

1
.1

0E
+
0
5

5.
0
0E

+0
4

1.
0
0
E
+0

6
2
.3

5
E
+
05

1
8/

10
-

3
.7

4
E
+
07

9
.0

0E
+
0
7

1.
2
0E

+0
8

4.
0
8
E
+0

5
8
.7

0
E
+
04

1
2/

10
-

1
.6

92
2
.3

2
0
.6

6
1

0
.6

6
5

1.
0
09

1
3/

10
-

1
.5

9
1.

4
2
2

0
.7

4
1

0.
6
1

2
.7

5

6a
m

2
.0

6
1.

1
9
7

4.
2
1

0
.9

6
5

1.
9
75

12
pm

1
.1

4
3

1
.7

94
1.

09
4

1
.6

84
1.

0
9
8

1.
7
4

1.
9
97

1.
8
5

1.
8
74

2.
1
2

2.
18

2
.0

4
0
.6

6
7

1.
0
04

1
.8

9
2

6
pm

1
.8

3
0.

9
9
9

1
.8

0
.7

1
2

1.
0
11

1
5/

10
-

1
.6

5
1
.6

3
1
.6

2
5

1.
1
4

1
.9

5

1
6/

10
-

1
.4

33
2
.9

2
2.

6
7

1
.4

8
9

2

6a
m

1.
8

2
.7

1
2.

3
5

1.
0
8

2
.1

3

12
pm

1.
3
1

1
.3

8
1
.2

4
1.

89
2
.5

2
3
.1

2
.3

2
1.

9
1

2
.6

3
2.

3
4

2.
21

1.
3
9
4

0
.8

0
2

2
.1

5
2
.1

6
pm

1
.7

81
3
.2

5
3.

1
5

0
.6

8
8

2
.1

4

1
8/

10
-

1
.4

34
1.

8
4
9

3.
6
8

0
.6

2
.1

6

1
2/

10
-

6
.9

3
7.

2
3
7

7.
9
2

7
.7

4
9

7.
6
19

1
3/

10
-

7
.0

5
7.

1
2
6

8
.1

2
7

7
.7

5
8

7
.0

8

6a
m

7
.3

23
7
.8

4
8
.2

6
2

7
.8

6
8

7
.3

9

12
pm

7
.5

3
1

7
.2

4
7
.5

8
7.

53
7
.6

1
7
.6

7.
7

7.
6
8

7
.0

3
8.

2
5

8.
38

8.
3
3
9

7
.9

7.
4
08

7.
5
9

6
pm

7.
2

7.
7

7.
5
1

7.
7
8

7.
5

1
5/

10
-

7
.1

66
7.

0
0
9

8
.1

2
8

8.
0
8

7
.3

9

1
6/

10
-

7
.2

7
7.

6
7.

8
6

7.
9
6

7.
6

6a
m

7
.1

2
7.

4
8
.2

1
1

8
.8

0
1

7.
8

12
pm

7
.7

7
.2

4
7
.8

8.
08

7
.4

7
8.

2
3

7
.9

4
8.

0
1

7
.4

5
8
.4

8.
37

8.
5

7.
8
1

7.
8

8

6
pm

7.
5

7
.8

3
7.

4
3

7
.8

7
.5

3

1
8/

10
-

6
.9

7
7.

4
8
.1

8
.2

7
.5

6

1
7/

10

A
l 
D

o
ks

h 
V

ill
ag

e

E
C

(m
S
)

1
4/

10

1
7/

10

C
o
lif

o
rm

C
F
U

/
10

0
m

l

1
4/

10

1
7/

10

pH

1
4/

10

P
ar

am
e
te

rs
D

at
e

T
im

e

A
l 
S
ae

i 
V

ill
ag

e

V
1

E
l 
N

ah
as

 V
ill
ag

e
A

l 
T
an

ap
ra

 V
ill
ag

e
A

l 
S
hu

ra
fa

h
 V

ill
ag

e

V
2

V
3

V
4

V
5

 

A8-9



 

 

第
1
次

現
地

調
査

時
水

質
試

験
結

果
 (

試
験

-
2
)

（
4/

4)

U
p

V
1

D
o
w

n
U

p
V

2
D

o
w

n
U

p
V

3
D

o
w

n
U

p
D

o
w

n
U

p
F
ro

nt
B

ac
k

D
o
w

n

1
2/

10
-

0
.4

6
0
.6

2
0.

5
5

0.
4
2

0
.4

9

1
3/

10
-

0
.2

3
0.

1
0.

2
5

0.
2
3

0
.1

7

6a
m

0
.4

4
0
.3

1
0.

3
7

0
.3

0.
4

12
pm

2
.2

0
.3

8
2
.9

0.
37

2
.0

5
1.

7
7

1
.5

2
1.

0
3

1
.8

3
6.

6
3

6.
27

3
.4

4
2.

3
6

2.
4

0.
9
7

6
pm

0
.7

3
1
.4

7
1.

1
7

2.
1
4

2
.5

3

1
5/

10
-

0
.2

4
2
.3

3
3.

1
6

0.
1
9

0
.6

3

1
6/

10
-

0.
5

4.
5

0.
8
7

1
.5

0
.5

1

6a
m

0
.2

3
2
.5

5
1
.7

1.
9
2

1
.4

2

12
pm

4.
4
5

0.
9

0
.9

3
2.

18
1
.4

3
3.

1
1

1
.4

4
1.

5
6

1.
7

4.
1
6

8
.3

8.
5

0.
7
5

0
.1

8
1.

5
5

6
pm

0
.6

2
0
.5

1
0.

3
8

0.
1
3

0
.9

1

1
8/

10
-

0
.0

9
1
.1

4
0
.5

2
.6

1.
8

1
2/

10
-

2
8.

6
2
6.

7
27

.4
25

.9
2
6.

8

1
3/

10
-

2
6.

4
3
0.

3
27

.1
25

.9
2
7.

6

6a
m

2
0.

6
2
4.

1
23

.1
23

.5
2
3.

4

12
pm

28
.6

2
5.

4
2
8
.8

25
.3

2
6.

5
24

.7
2
2.

8
22

.4
2
2.

3
27

.2
28

.2
2
6.

3
25

.5
2
5.

7
25

.7

6
pm

2
0.

5
2
1

21
.3

22
.3

2
1.

8

1
5/

10
-

2
5.

8
2
7.

9
28

.8
28

.7
2
9.

3

1
6/

10
-

2
5.

7
2
8.

3
26

.6
2
7

2
6.

9

6a
m

2
2.

5
2
3.

9
27

.4
26

.3
2
9.

3

12
pm

28
.2

2
5.

7
2
9
.6

27
.2

2
9.

9
28

.4
2
5.

5
28

.9
2
9.

8
26

.5
30

.8
3
1.

7
26

.4
2
9.

1
30

.2

6
pm

29
2
6.

3
24

.1
26

.6
2
8.

8

1
8/

10
-

2
7.

4
2
8.

6
29

.3
27

.4
3
0.

4

1
2/

10
-

0.
8

1.
1

0
.2

0
.2

0.
4

1
3/

10
-

0.
8

0.
7

0
.3

0
.2

1.
4

6a
m

1
0.

5
2
.2

0
.4

1

12
pm

0
.5

0.
9

0
.4

0
.8

0.
5

0
.8

1
0
.9

0.
9

1
.1

1
.1

1.
1

0
.3

0.
4

0
.9

6
pm

0.
9

0.
4

0
.9

0
.3

0.
4

1
5/

10
-

0.
8

0.
8

0
.8

0
.4

1

1
6/

10
-

0.
7

1.
5

1
.4

1
1

6a
m

0.
9

1.
4

1
.2

0
.5

1.
1

12
pm

0
.6

0.
6

0
.6

0
.9

1.
3

1
.6

1.
6

1
1.

5
1
.2

1
.1

0.
7

0
.3

1.
1

1
.1

6
pm

0.
9

1.
7

1
.7

0
.3

1.
1

1
8/

10
-

0.
7

0.
9

2
0
.2

1.
1

T
em

p
(℃

）

1
4/
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D
O
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g/
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10
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P
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D
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e

S
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y
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/
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1
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T
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e

A
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S
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i 
V
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ag

e
E
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N
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e
A
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D

o
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V
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e
A

l 
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V
4

V
5

A8-10



 

 

8-
5：

実
証

試
験

の
水

質
試

験
結

果
デ

ー
タ

（
第

2
次

現
地

調
査

水
質

試
験

結
果

）
 

 (1
) 
水

質
試

験
項

目
と

箇
所

 

本
水

質
試

験
は

M
B

D
が

D
O

値
の

改
善

に
効

果
が

あ
る
こ

と
を
調

査
す
る
た

め
の

試
験

で
あ
り

、
対

象
排

水
路

は
M

B
D

を
計

画
し

て
い

る
N

O
.4

排
水

路
と

し
、

水

質
試

験
は

下
記

の
項

目
及

び
サ

ン
プ
ル

数
を

計
画

し
た

。
 

(a
) 
試

験
-1
：

水
質

試
験

（
全

9
種

類
×7

8
サ
ン

プ
ル

）
 

①
 試

験
項
目

：
9
種
類

 
D

O
（

溶
存

酸
素

）
、

C
O

D
（
化

学
的

酸
素

要
求
量

）
、

O
RP

（
酸

化
還

元
電
位
）
、

SS
（

浮
遊

物
）
、

pH
（
水

素
イ

オ
ン

濃
度
）
、

T-
N
（

全
窒

素
）、

N
H

3 -N
（
ア

ン
モ

ニ
ア

性
窒
素

）
、

N
O

2 -N
（
亜

硝
酸
態
窒
素

）
、

N
O

3 -N
（
硝

酸
態

窒
素
）

 
②

 サ
ン

プ
ル

位
置

：
3×

5＝
15

箇
所

 
M

B
D

設
置
位

置
よ

り
0m

、
10

ｍ
、

50
m
、

20
0m

、
50

0m
の

5
箇

所
、

各
位

置
で

水
路

中
心
、

右
岸

側
、

左
岸

側
の

3
箇

所
 

③
 試

験
回
数

：
５

回
 

運
転

前
、

運
転

直
後

、
１

時
間

後
、
２

時
間

後
、

３
時
間
後

）
 

④
 そ

の
他
：

1
回

 
 

運
転

3
時
間

後
に

採
取

し
た
直

下
流
の

24
時
間

放
置

後
 

(b
) 
底

泥
調
査

：
N

o.
4
排
水

路
の
底

泥
状
況

を
調

べ
る

こ
と

を
目

的
と
す

る
た

め
、

不
攪

乱
試

料
を
採

取
す

る
。

 
①

 
試

験
項
目

：
7
種
類

 
強

熱
減
量
、

T-
N
（

全
窒

素
）、

T-
P（

全
リ

ン
）、

N
O

2 -N
（

亜
硝

酸
態

窒
素

）、
N

O
3 -N

（
硝
酸

態
窒

素
）、

C
O

D
（
化

学
的
酸

素
要

求
量

）、
SO

42
-

（
硫

酸
塩

）、
 

②
 
サ

ン
プ
ル

位
置

：
3×

1＝
3
箇
所

 
M

B
D

設
置
位

置
上

流
部

の
右
岸

側
、
中

心
、

左
岸

側
の

3
箇

所
 

③
 

O
R

P
試

験
：

O
R

P
試
験

10
箇

所
 

N
o4

排
水
路

の
中

心
で

、
排
水

路
底
よ

り
深
さ

10
cm

ご
と

に
1m

ま
で

。
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(c
)  
流

量
観
測

：
観

測
時

の
流

量
を

測
定
す

る
た

め
、

M
B

D
運
転

直
前
に

3
箇
所

の
平

均
流
速

に
よ
り

測
定

す
る

。
 

上
記

の
計

画
に

対
し

、
以

下
に

述
べ
る

よ
う

な
変

更
が

生
じ

た
。
そ

の
内
容
を

要
約

し
た

も
の
を

下
表

に
表

8-
1
に
示

す
。

 

- 
当

初
、

N
o.

4 
排

水
路

内
で

水
路

1
断

面
当

り
3
サ
ン

プ
ル
×

5
断
面

×
5
回
＋

3
サ

ン
プ
ル
（

24
時

間
後

）
の

合
計

78
サ

ン
プ

ル
を

予
定

し
て

い
た

が
、
マ

イ
ク

ロ

バ
ブ

ル
試

運
転

の
結

果
、

N
o.

4 
排

水
路
で

は
な

く
仮

設
水
路

で
の
試
験
が

妥
当

と
な

り
、

1
断

面
当

り
1
サ
ン

プ
ル
×

6
断
面

×
5
回
＋

4
サ

ン
プ
ル
（
マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

の
台

数
変

更
に

よ
る

も
の

）
の
合

計
34

サ
ン

プ
ル

と
し

た
。
1
断
面
当

り
の

サ
ン

プ
ル

数
が
少

な
く

な
っ

た
原

因
は

、
仮
設

水
路

の
水

路
断

面
が
幅

 0
.8

m
～

2.
0m

で
あ

る
た

め
、

1
断
面

1
サ
ン

プ
ル
で

十
分

で
あ

る
と

判
断

し
た
た

め
で
あ
る

。
 

- 
灌

漑
水
路

の
場

合
、

測
定

位
置

の
変
更

は
あ

っ
た

が
、

合
計

サ
ン
プ

ル
数

に
変

更
は

な
い

。
 

- 
当

初
の
仮

設
水

路
内

の
試

験
は

、
底

泥
の

影
響

を
受

け
な
い

状
況
で

の
水

質
試

験
を

考
え

て
い
た

が
、
こ

の
試

験
は
既

に
N

o.
4 

排
水
路

の
代

わ
り

に
実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。
し
た

が
っ

て
、
本
試

験
は
底

泥
の

影
響

を
見

る
た

め
に
、
仮
設

水
路

底
部

の
ビ

ニ
ー
ル

シ
ー

ト
を

取
り

除
い

た
状
態

と
し

、
水

路
1
断
面

当
り

1
サ

ン
プ
ル

×
4
断
面

×
3
回
＋

2
サ

ン
プ
ル

（
24

時
間

後
）

の
合

計
14

サ
ン
プ
ル
に

変
更

し
た

。
 

- 
底

泥
調
査

は
変

更
な

し
。

 
- 

酸
化

還
元

電
位

（
O

RP
）
は
、

当
初
深

さ
10

cm
毎

に
10

サ
ン

プ
ル

を
予

定
し

て
い

た
が

、
業
者

の
使

用
す

る
機

械
で

は
10

cm
毎

の
サ

ン
プ
ル
採

取
は
困

難
で
あ

る
こ

と
は

分
か

り
、

30
cm

毎
に

変
更
し

3
サ
ン

プ
ル

と
し
た

。
 表

8-
1 

水
質
試

験
変

更
比

較
表

 
項

 
目

 
当

初
予
定

数
量

 
変

更
後
数

量
 

(a
) 
水

質
分

析
 

N
o.

4 
排

水
路

：
9
項

目
×7

8
サ

ン
プ

ル
 

灌
漑

用
水

路
：

9
項
目

×2
6
サ

ン
プ
ル

 
仮

設
水
路

：
9
項
目

×2
5
サ
ン

プ
ル

 
合

計
 9

項
目

×1
29

サ
ン

プ
ル

 

N
o.

4 
排
水
路

：
9
項

目
×3

4
サ

ン
プ

ル
 

灌
漑

用
水

路
：

9
項
目

×2
6
サ

ン
プ
ル

 
仮

設
水
路

：
9
項
目

×1
4
サ
ン

プ
ル

 
合

計
 9

項
目

×7
4
サ

ン
プ

ル
 

(b
) 
底

泥
調

査
 

底
泥

試
験

：
7
項
目

×3
サ

ン
プ

ル
 

O
R

P
試

験
：

1
項

目
×1

0
サ
ン

プ
ル

 
底

泥
試
験

：
7
項
目

×3
サ

ン
プ

ル
 

O
R

P
試
験
：

1
項

目
×3

サ
ン
プ

ル
 

(c
) 
流

量
観

測
 

3
箇

所
 

3
箇

所
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(2
)水

質
試

験
結

果
 仮

設
排

水
路

で
の

実
証

試
験

時
　

2
0
0
9
.1
2
.
2
8

Te
m

p
pH

Ec
Sa

lin
ity

D
O

CO
D

SS
 N

H
3-

N
T-

N
O

R
P

 N
O

2-
N

 N
O

3-
N

0 C
m

S
g/

l
m

g/
l

m
g/

l
m

g/
l

m
g/

l
m

g/
l

m
V

m
g/

l
m

g/
l

0 
m

15
.1

9.
62

17
52

0.
8

0.
1

12
11

58
5.

00
5

5.
08

5
90

.0
0.

03
0.

05
5 

m
15

.1
8.

6
17

63
0.

8
0.

35
11

11
28

5.
49

5.
57

10
2.

4
0.

03
0.

05
50

 m
15

.4
8.

02
17

52
0.

8
0.

49
13

11
36

6.
46

8
6.

54
8

10
5.

0
0.

03
0.

05
20

0 
m

16
.2

7.
12

17
67

0.
8

0.
3

15
11

38
7.

4
7.

48
12

5.
0

0.
03

0.
05

50
0 

m
17

.8
8.

03
18

48
0.

9
5.

17
2

11
84

4.
62

4.
93

13
8.

4
0.

15
0.

16
75

0 
m

16
.3

8.
2

16
92

0.
8

6.
12

1
10

81
3.

92
7

4.
94

5
15

8.
0

0.
42

0.
59

8
0 

m
15

.2
7.

54
17

44
0.

8
0.

08
11

11
29

5.
09

5.
37

3
10

2.
7

0.
03

0.
25

3
5 

m
15

.6
7.

61
17

56
0.

8
6.

36
8

11
44

5.
1

5.
18

3
11

8.
7

0.
03

0.
05

3
50

 m
15

.8
7.

69
17

43
0.

8
5.

02
6

11
40

5.
8

5.
88

1
13

8.
1

0.
03

0.
05

1
20

0 
m

16
.5

7.
53

17
62

0.
8

5.
3

7
11

49
7.

35
7.

42
6

13
9.

0
0.

03
0.

04
6

50
0 

m
18

.5
7.

72
19

75
1.

0
4.

54
1

12
75

4.
7

5.
07

6
11

3.
8

0.
06

3
0.

31
3

75
0 

m
16

.5
8.

1
16

99
0.

8
7.

91
1

10
81

4.
2

5.
67

1
11

1.
0

0.
46

8
1.

00
28

0 
m

15
.4

7.
64

17
15

0.
8

0.
09

11
11

15
5.

13
6

5.
26

5
15

4.
1

0.
06

0.
06

9
5 

m
15

.5
7.

5
17

18
0.

8
6.

49
8

11
12

4.
85

9
4.

96
7

13
0.

0
0.

06
0.

04
8

50
 m

15
.7

7.
74

17
28

0.
8

5.
81

5
11

23
5.

39
5.

46
6

13
6.

4
0.

03
0.

04
6

20
0 

m
16

.4
7.

5
17

50
0.

8
4.

64
4

11
38

7.
39

2
7.

46
8

14
0.

7
0.

03
0.

04
6

50
0 

m
18

.7
7.

63
18

20
0.

9
5.

03
1

11
38

4.
69

7
4.

84
17

2.
1

0.
06

0.
08

3
75

0 
m

17
.6

7.
93

17
72

0.
9

7.
49

1
11

46
3.

77
3

4.
17

4
16

6.
5

0.
24

0.
16

1
0 

m
15

.5
7.

51
16

95
0.

8
0.

08
10

11
08

5.
00

2
5.

07
8

17
4.

5
0.

03
0.

04
6

5 
m

15
.6

7.
45

17
01

0.
8

6.
96

1
11

14
4.

65
5.

14
10

7.
8

0.
03

0.
46

50
 m

15
.8

7.
6

17
07

0.
8

5.
02

2
11

15
4.

62
4.

69
6

13
1.

2
0.

03
0.

04
6

20
0 

m
16

.6
7.

62
17

33
0.

8
4.

63
2

11
26

5.
46

7
5.

54
3

12
6.

0
0.

03
0.

04
6

50
0 

m
18

.4
7.

75
17

90
0.

9
4.

12
1

11
58

4.
62

4.
71

9
12

9.
5

0.
03

0.
06

9
75

0 
m

17
.7

7.
91

18
67

0.
9

6.
1

1
12

04
3.

46
5

3.
82

2
13

6.
8

0.
15

0.
20

7
0 

m
15

.6
7.

9
16

81
0.

8
0.

08
10

10
91

3.
92

7
4.

04
2

14
1.

5
0.

06
0.

05
5

5 
m

15
.8

7.
81

16
93

0.
8

5.
5

1
10

95
4.

39
4.

57
5

13
7.

0
0.

09
3

0.
09

2
50

 m
15

.9
7.

68
16

96
0.

8
5.

29
1

11
08

4.
56

4.
65

9
13

5.
8

0.
03

0.
06

9
20

0 
m

16
.4

7.
65

17
11

0.
9

5.
2

2
11

09
4.

9
4.

97
6

14
2.

8
0.

03
0.

04
6

50
0 

m
17

.7
7.

75
17

82
0.

9
4.

16
1

11
76

4.
3

4.
44

5
12

8.
4

0.
03

0.
11

5
75

0 
m

17
.2

7.
88

19
11

0.
9

6.
35

1
12

32
3.

1
3.

64
3

13
1.

9
0.

06
0.

48
3

0 
m

15
.7

7.
43

16
61

0.
8

0.
19

7
10

81
4.

01
4.

33
2

16
6.

4
0.

13
8

0.
18

4
5 

m
15

.8
7.

49
16

63
0.

8
3.

26
1

10
85

4.
3

5.
38

6
14

6.
6

0.
12

0.
96

6
50

 m
15

.9
7.

53
16

83
0.

8
3.

7
2

10
99

4.
58

5.
22

14
6.

7
0.

18
0.

46
20

0 
m

16
.4

7.
56

16
98

0.
8

4.
71

4
11

08
4.

98
5.

10
4

14
4.

1
0.

03
0.

09
4

3 
ho

ur
s a

fte
r

pu
m

pi
ng

B
ef

or
e 

pu
m

pi
ng

by
 1

 M
BD

距
離

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
運

転

B
ef

or
e 

pu
m

pi
ng

by
 2

 M
BD

s

30
 m

in
ut

es
 a

fte
r

pu
m

pi
ng

1 
ho

ur
 a

fte
r

pu
m

pi
ng

2 
ho

ur
s a

fte
r

pu
m

pi
ng
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仮
設

排
水

路
で

の
実

証
試

験
時

　
（

水
路

底
の

シ
ー

ト
を
外

し
て

排
水

と
底

泥
が

接
触

し
た

状
態

）
2
0
0
9
.
1
2
.
2
9

Te
m

p
pH

Ec
Sa

lin
ity

D
O

C
O

D
SS

 N
H

3-
N

T-
N

O
R

P
 N

O
2-

N
 N

O
3-

N
0 C

m
S

g/
l

m
g/

l
m

g/
l

m
g/

l
m

g/
l

m
g/

l
m

V
m

g/
l

m
g/

l
0 

m
16

.0
7.

55
15

72
0.

7
0.

08
10

10
24

3.
61

9
3.

82
2

11
7.

2
0.

12
0.

08
28

5 
m

15
.9

7.
38

15
82

0.
8

0.
49

10
10

21
3.

66
5

3.
89

2
13

1.
7

0.
12

3
0.

10
4

50
 m

16
.7

7.
4

15
84

0.
8

0.
61

12
10

34
4.

38
9

4.
46

5
13

4.
2

0.
03

0.
04

6
20

0 
m

18
.6

7.
49

23
80

1.
2

1.
72

5
15

31
2.

77
2

2.
90

3
12

6.
1

0.
06

0.
07
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Law 48 for the year 1982
Regarding the Protection of the Nile River

and Waterways from Pollution

In the Name of the People

The President

The People s Assembly has adopted the following legislation and we
have issued it as follows:
Article 1- In the application of the provisions of this law the following
are considered waterways:

A) The freshwater bodies which include:
1- The Nile River, its tributaries and Akhwars.
2- Raiyahat, the canals with all its ranks and Gannabeyat.

B) The saline water bodies which include:
1- Drains with all its ranks.
2- Lakes.
3- Pools, enclosed water entities and Saiahats.

C) Groundwater Reservoirs.

Article 2 - It is prohibited to discharge or cast the solid, liquid or gas
wastes discarded from real estate, shops, commercial, industrial and
touristic facilities, or from sewage process in the waterways, either along
the banks or over the surface unless after receiving license from the
Ministry of Irrigation according to the regulations and standards stated in
a resolution issued by the Minister of Irrigation based on a proposal by
the Minister of Health. The license issued in this respect should include
identification of the standards and specifications of each case separately.
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Article 3 - The machinery of the Ministry of  Health shall conduct a
periodic analysis in its laboratories for samples of the processed liquid
wastes taken from the facilities licensed to discharge in the waterways in
the specified dates besides the analyses demanded by the Ministry of
Irrigation in other than those periodic dates.

The machinery of the Ministry of Health shall be responsible for
taking and analyzing the samples at the expense of the licensee, who must
deposit a sum of money at the Ministry. The money shall be determined
according to the quality of the wastes as a debit account of the costs of
taking, transferring and analyzing the samples.

Both the Ministry of Irrigation and the licensee shall be informed
with the result of the analysis. If the liquid wastes discharged in the
waterways are violative of the standards and specifications stipulated in
the license and do not constitute an instant danger, the licensee must
within three months after being notified adopt a means of treating the
wastes in order to be correspondent to the set specifications and
standards. The process of treatment and testing should be performed
during this period.

If the treatment is not finished by the end of the three-month period
or is proved incompetent, the Ministry of Irrigation shall withdraw the
given license and stop the discharge in the waterways in the
administrative way.

If the result of the analysis shows that it violates the specifications
and the standards specified in accordance with the provisions of this law
in a way that shall constitute an instant danger to the pollution of the
waterways, the licensee shall be notified to remove the causes of the
damage immediately. Otherwise the Ministry of Irrigation shall undertake
that task at the licensee's expenses or shall withdraw the granted license
and stop the discharge done in the waterways in the administrative way.
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Article 4 - It shall not be allowed to give permission to establish any
facilities that would produce wastes disposed into the waterways.

However, the Ministry of Irrigation excluding any other authority
may - if necessary and for the common good   give license to establish
these facilities if the authorities using such facilities committed
themselves to provide treatment units for these wastes in conformity with
the specifications and standards set according to the provisions of this
law. The operation of the treatment units should start upon the use of the
facilities. The provisions of article 3 of this law shall apply to these
facilities.

The existing facilities are to be given a one-year time limit starting
from the date of putting this law into effect to provide a means for
treating its wastes, otherwise the license shall be withdrawn. In such case
the Ministry of Irrigation may take the measures necessary for stopping
the discharge in the waterways in the administrative way without
breaching the sanctions stated in this law.

Article 5 - The owners of the residential, tourist and other facilities
floating in the Nile stream and its branches shall be committed to find a
means for treating its wastes or combining them in certain places,
draining and casting them in the sewage units. Draining any of its wastes
in the Nile or the waterways shall not be allowed.

The irrigation engineers assigned with the application of this law,
each in his area of jurisdiction, shall undertake the periodic inspection
over these floating facilities. If it turns out that they violate the provisions
of this article, the owner of the floating facility shall be given a time limit
extending for three months to employ a means for treatment and removal
of the causes of the damage. If this is not done by the end of the specified
time, the license of the floating facility shall be cancelled.
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Article 6 - The Ministry of Irrigation shall be responsible for issuing the
licenses for establishing new floating facilities and renewing the licenses
of the existing floating facilities, as well as authorizing the establishment
of any facilities that would produce wastes to be discharged into the
waterways.

Article 7- The movable river units used for transportation, tourism or any
other purpose are prohibited to allow the leaking of the fuel used for its
operation in the waterways.

The provisions of article 5 of this law shall apply to those units.

Article 8 - The Sanitation Utility shall undertake the task of setting more
than one model for units for processing the liquid or adhesive wastes
produced by factories, houses, other institutions, floating facilities and
river units in a way that would conform to the specifications and
standards set according to the provisions of this law.

Article 9 - The license pursuer shall be committed to submit evidence for
providing a unit for processing the wastes as well as a certificate from the
Sanitation Utility proving the examination of the processing unit and its
competency.

Article 10- Upon choosing and using types of chemicals for controlling
the plant diseases, the Ministry of Agriculture should maintain that they
would not pollute waterways through what is leaked from these chemicals
either in a direct way through the process of sprinkling or mixed with the
agricultural drainage water or through washing the instruments and
equipment used for sprinkling or the containers of pesticides in
waterways according to the standards agreed upon among the ministries
of Agriculture, Irrigation and Health.

Article 11- Upon choosing types of chemicals used for controlling the
water weeds, the Ministry of Irrigation should maintain that they would
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not result in polluting waterways, and should in all cases take the
necessary precautions before, during and after the processing is done
using chemicals, in order to prevent the use of processed water of the
waterway until they are certain of the cessation of the effects of these
substances on water quality and its usability for all purposes.

Article 12 - Reuse of Drains water shall not be allowed either directly or
by mixing with fresh water for any purpose unless it is proven usable for
that purpose. The Ministry of Irrigation , after consulting the Ministry of
Health, shall take the actions necessary for processing the drains water
that are to be reused.

Article 13 - The Nile Water Police Department shall supervise inspection
patrols continuing along waterways and assist the competent authorities
in controlling the wastes and in eliminating the causes of pollution and
report any violations to the provisions of this law.

Article 14 - A special fund shall be instituted to comprise the revenues of
charges, fines and costs resultant from the application of the provisions of
this law. The money of that fund would be spent on the following cases:

- The costs of the administrative elimination of the violations.
- Monetary aids to the authorities that establish stations for

processing the wastes before drainage.
- Conducting laboratory research and studies.
- Rewards for the officials who report and detect crimes violating the

provisions of the law.

Article 15 - The Executive regulations for this law shall specify the
charges that are due in implementation of the provisions of this law in a
way that would not exceed the maximal limits stated in the enclosed
table. The regulations shall also determine the expenses that are due in
application of the provisions of this law and which may be collected via
administrative confiscation.
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Article 16  Without prejudice to the provisions stated in the Penal Code,
the punishment stated for violation of the provisions of articles 2, 3, 4, 5,
7 of this law shall be imprisonment for a period not exceeding one year in
addition to a fine that shall not be less than five hundred pounds and shall
not exceed two thousand pounds or one of these two penalties. If the
violation reoccurs, the penalty shall be duplicated. The violator should
eliminate or amend the violations at the date set by the Ministry of
Irrigation. Unless the violator undertakes the elimination or the
amendment of the violation at the specified date, the Ministry of
Irrigation shall take the measures needed for the elimination or
amendment by the administrative way and at the expense of the violator
without breaching the right of the ministry to nullifying the license.

Article 17- The Minister of Irrigation shall issue the executive
regulations of this law after consulting the other ministries concerned in
three months from the date of issuing.

Article 18 - Irrigation engineers who, via a resolution from the Minister
of Justice in agreement with the Minister of Irrigation, shall be designated
as investigation officers in relation to the crimes stipulated in this
legislation and which occur within their areas of jurisdiction.

Article 19 - This legislation is to be published in the official newspapers,
and is to be in force within three months after the date of publication.

This legislation shall be stamped with the State Seal, and is to be
implemented as one of its laws.

Issued at the Presidency on 21 June 1982.
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Resolution no. 8 of the Minister of Irrigation for the year 1983
concerning the Executive Regulations of Law 48 for the year 1982
regarding the Protection of the Nile and Waterways from Pollution

Section 1
Definitions

Article 1- In the application of the provisions of law 48 for the year 1982,
waterways mentioned are defined as follows:
1- The River Nile and its branches : the main stream of the Nile starting
from the international boundaries with Sudan till the estuary of  Demietta
and Rashed branches in the Mediterranean.
2- Al-Akhwar : The side branches of the Nile Stream inside the islands
3-Al-Raiyahat: Large canals transferring water from the Delta Barrages
supplying the network of canals in Lower Egypt.
4- Canals: Big and small canals with all its branches even field mesqas.
5- Gannabeyat: Distribution canals that pass parallel or adjacent to main
canals transferring irrigation water.
6- Drains: Large and small drains with all its branches even the field
drains and covered drains.
7- Lakes: Lakes connected with seas or springs.
8- Pools: Large enclosed water bodies into which waterways flow.
9- Closed water bodies: Lows filled with water and linked to waterways.
10- Saiahat: Low lands around the lakes into which drainage channels
flow.

The source of the last three waterways is drainage water.

11- Groundwater reservoirs: Groundwater reservoirs within the Egyptian
boundaries.
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12- Solid Wastes : All the solid materials either resultant from garbage,
sewage, dry wastes, stones, wastes from buildings or workshops, or any
solid materials residual after individuals, residential, nonresidential
buildings, either governmental or private, whether commercial, industrial,
tourist or public as well as means of transportation.
13- Liquid wastes :
(1) Wastes emanating from industrial shops over which the standards
regarding the liquid industrial wastes shall be applied.
(2) Human or animal wastes proceeding from the processes of sewage or
its networks or from other properties or facilities such as public,
commercial, industrial and tourist shops either movable, immovable or
floating.
(3) Liquid animal wastes derived from the processes of slaughter,
slaughter houses, abattoirs, poultry farms and barns.

14- The word "facility" refers to all the real estates, shops, commercial,
industrial or tourist institutions whether governmental or
nongovernmental.

Section 2
Licensing to Drain Processed
Liquid Wastes in Waterways

Article 2- The banks of water bodies shall not be used - whatever their
type - as places for collecting or disposal of solid wastes, transferring or
storing volatile substances except for places for which a license is issued
from the Ministry of Irrigation based on an application submitted by the
party concerned.

Article 3- Storing or discharging chemicals or poisonous substances shall
not be permitted at the banks of waterways except in places given prior
license in relation to the existing licenses. The renewal of these licenses
and issuance of new licenses shall be done by the Ministry of Irrigation.
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Article 4- Liquid industrial wastes licensed to be discharged into
waterways must not contain any pesticides or radiant substances or
substances floating in the waterway... Or any substance that would
constitute danger to man, animal, plant, fish, or bird, or would affect
water usability for drinking, domestic, industrial, or agricultural uses.

Article 5- Licensing to drain human, animal wastes or sewage water into
fresh water bodies, stated in article 1 from law 48 for the year 1982
referred to, or groundwater reservoirs shall not be granted. However the
Minister of Irrigation may license draining wastes of movable floating
facilities and river units into fresh waterways and groundwater after being
processed according to the standards, conditions, and regulations stated as
follows on the condition that the owner of floating facility or river unit
should pay the charge stated in article 82 from the regulations.

Item Standards and Specifications

Degree of Ionic Concentration of
Hydrogen
Temperature

Color

Dissolved Oxygen

Absorbed biotic Oxygen

Chemically consumed oxygen
 (Permanganate Method)

 7-8.5

Five degrees above the
average.
Free from any colored
substances.

Not less than 2
milligrams/liter.
Not exceeding 20
milligrams/liter.
Not exceeding 30
milligrams/liter.
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Chemically consumed oxygen
 ( Dicromate Method)

Suspended Substances

Sulfides

Oils and greases

Nitrites

Heavy metals group estimated

Lead of microscopic examination

Potential number of colonic group

Pesticides

Not exceeding 60
milligram/liter.

Not Exceeding 20
milligram/liter.
Not Exceeding 0.5
milligram/liter.
Not Exceeding 2
milligram/liter.
None.

Not Exceeding 1.5
milligram/liter.
Free from eggs of intestinal
parasites

Not Exceeding 100/100 cm3

None

1- The wastes must be sterilized after processing and before drainage into
freshwater ways, Ozone is preferable.

In case of using chlorine or its derivatives, the chlorine left after 20
minutes after being added must not be less than 0.5 milligram/liter and
must not exceed 1 milligram/liter.

2- Processing units for movable floating facilities should be designed in a
way that provides points for taking samples before drainage. The draining
of the slough resultant from processing into the waterway shall be
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prohibited. Representatives of the Ministry of Health and Health Affairs
Directorates are entitled to access these floating facilities and river units
to confirm the operation of purification units and take the necessary
samples.

3- The owner of the floating facility or river unit should submit to the
Ministry of Health (the Public Department of Environmental Health) the
detailed charts for the processing units accompanied with a study of
competency and conformity with the specifications stated to get the
preliminary approval before the issuance of the license.

4- The draining of processed and sterilized wastes shall take place only
during the motion of the floating facility. Draining of processed or
unprocessed wastes shall be prohibited during the halting of the floating
facilities and river units at the anchorages or stopping in the waterway for
any reason whatsoever.

5- Chemicals, oils, operation exhausts, or dry wastes must not be drained
into a fresh waterway in any form whether the floating facility or river
unit was movable or immovable.

6- Draining of processed or liquid wastes of the floating facilities into
waterways should be stopped in case of extreme danger upon the decision
of the Minister of Health.

Article 6- Drainage of all liquid industrial wastes or sewage water into
fresh water bodies and groundwater reservoirs shall be prohibited. The
Ministry of Irrigation may license drainage of liquid industrial wastes
which were processed into groundwater reservoirs according to
conditions, specifications and standards stated in the regulations.

Article 7- Licensing to discharge water produced through machinery
cooling into waterways shall not be granted unless water is taken from the
same stream in which it flows or from a similar source at least in terms of
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water quality, provided that the cooling circuit should be closed and not
mixed with wastes of any phase of the industrial operations. In such case
it does not have to be compatible with specifications, and standards
concerning discharge of industrial wastes into fresh or saline water bodies
except for temperature, oil and grease standards.

Article 8- It is prohibited to discharge any water containing radiant
materials in groundwater reservoirs.

Article 9- The pipe of discharging processed liquid wastes licensed to be
drained into waterways must be located in an evident place above the
water level of the water stream.

Article 10- In case of licensing to discharge processed liquid industrial
wastes into waterways it is stipulated that the drainage pipe must be
distanced at least 3 kilometers in front of drinking water intakes or one
kilometer aback.

Article 11- Water used for washing the filters at drinking water
purification stations should not be discharged into water bodies without
being processed. The authorities concerned should provide suitable
means of processing.

Article 12- The application for the license of discharging processed
liquid wastes into waterways shall be submitted to the competent
irrigation inspector of the Irrigation District in whose area of jurisdiction
the facility is located, the application should be presented with the charge
of stamp including the following data:
1. The name, location, and address of the facility.
2. The license issued to the facility or number and date of the license

application as well as the approvals issued in its regard.
3. The name of owner of the facility.
4. The activity carried out by the facility.
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5. The quality of the liquid wastes requiring a license to be discharged
into the waterways.

6. The result of the analysis of a sample taken from these wastes for a
period not exceeding three months in case of existing facilities.

7. The name of waterway adjacent to the facility and which may be used
for drainage.

8. The charts demonstrating locations for draining the wastes into
waterways or ground reservoirs as well as the proposed drainage
technique and the necessary specifications.

9. Paying examination fees that amount to 20 Egyptian pounds.
10.Paying insurance fees at the account of the costs of sampling ,

transferring and analysis in the following categories :

Type of wastes Insurance rate
1
2

Sewage water
Liquid industrial wastes
(A) drained into fresh water bodies

(B) drained into saline water bodies

200 ( two hundred
pounds)
500 ( five hundred
pounds)
400 ( four hundred
pounds)

Article 13 - The irrigation engineer in whose area of jurisdiction the
facility is located shall undertake the necessary examination and the
required technical studies.

Article 14 - The competent irrigation engineer should consult the
Ministry of Health regarding the result of the analysis of a sample of
liquid wastes requiring a license for drainage or concerning how identical
the wastes proposed to discharge are in relation to the standards stated in
the regulations.
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Article 15 - The Ministry of Health shall undertake the process of taking
one sample or more from processed liquid wastes in the scheduled times
and shall inform the Ministry of Irrigation with the result of the analysis
accompanied with the opinion of Health laboratories concerning the form
referred to in article 26 of the regulations.

Article 16 - The license shall be issued by the General Director of the
Public Department of Irrigation based on the technical examination and
the result of the analysis.

Article 17 - The license issued in this regard shall include the following:

-The number of the license.
-The name and location of the facility.
-The name of the owner of the facility.
- The standards and specifications which should not be exceeded by the
quality of the liquid wastes licensed to be drained.
- The name and location of the waterway in which liquid wastes are
licensed to drain.
- The amount of liquid wastes licensed to drain into the waterway
(m3/day).
- The number and locations of the licensed drains.
- The duration of the effectiveness of the license.
- The charges that are due annually for the laboratory tests and analysis of
samples.

Article 18 - The duration of the license should not exceed two years, and
should be renewed at least two months before the expiry date. The license
shall be abolished without renewal in case of expiry.

Article 19 - The following authorities shall be given a copy of the
granted license:

1- The competent Irrigation Public Department.
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2- The pursuer of the license.
3- The Public Department of Environmental Health of the Ministry of
Health.
4- The Nile Water Police of the Ministry of Interior.

Article 20 - The Ministry of Irrigation, in case of disapproval of the
license application, should inform the person concerned with a registered
letter explaining the reasons of rejection within sixty days from the date
of submitting the application. The owner of the facility has the right to
complain in 15 days since the date of being notified with the rejection of
the license.

Article 21- The  complaint shall  be  submitted  to  the  same  authority  to
which the application of the license is presented. The same authority
should examine and render a judgment regarding the application within
thirty days from the date of receiving the complaint. The judgment shall
be conclusive.

Article 22 - The sanctions stated in law 48 for the year 1982 referred to
shall apply to any one who violates the conditions of the granted license.

Article 23 - In case of losing or damaging the license, the Irrigation
Public Department issuing the license must be notified immediately in
order to issue a substitutive license after paying the charges amounting to
ten pounds.
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Section 3
Monitoring Abidance by the Stipulations of the License

Article 24 - The Ministry of Health shall conduct in its laboratories at
least once every three months a periodic analysis for samples of
processed liquid wastes taken from the facilities licensed to drain in
waterways stated in law 48 for the year 1982 referred to. The samples
shall be taken at different times to determine the quality of the wastes in
the required accuracy.

Article 25 - The Ministry of Irrigation shall have the right to request the
Ministry of Health to take samples from the processed liquid wastes in
the dates determined by the Ministry of Irrigation and in other than the
periodic dates referred to in the above-mentioned article.

The Ministry of Health shall inform the facility requiring the license
with the result of the analysis of these samples accompanied with the
opinion of its laboratories.

Article 26 - The Ministry of Health shall apprise both the Ministry of
Irrigation and the owner of the facility with the result of the analysis of
the sample taken from the processed liquid wastes in a month from the
date of taking the sample on a form including the following data:

1- The name and address of the facility.
2- The date and location of taking the samples
3- The hour of taking the sample.
4- The name and address of the laboratory following the Ministry of
Health which performed the analysis.
5- The name and occupation of the official who took the sample.
6- The name and occupation of the laboratory official.
7- The result of the analysis in detail and comparing it with the stated
standards.
8- The final opinion of the laboratory.
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Article 27- If the result of the analysis of the samples turns out to be
violating the standards and specifications stipulated in the license in a
manner that represents an instant danger to the pollution of waterways,
the Ministry of Irrigation shall notify the person concerned by any means
possible to remove the causes of the danger of pollution immediately.
Otherwise the Ministry of Irrigation shall undertake that task at the
expenses of the person concerned.

In that case it is allowed to withdraw the license and stop the
drainage in waterways in the administrative way and the police
departments as well as the competent local government authorities shall
be informed for implementation.

Article 28 - If the result of the analysis of samples taken from the
processed liquid wastes turns out to be violating the standards and
specifications stipulated in the license in a manner that would not
represent an instant danger, the Ministry of Irrigation shall inform the
person concerned with a registered letter to remove the causes of
violation within three months from the date of notification.

The person concerned is considered aware of the notification since
the date of receiving the notification or the date of receiving the result of
the analysis of samples from the Ministry of Health.

Article 29 - The Ministry of Irrigation shall advise the Ministry of Health
with the measures taken according to the above-mentioned article to
assume the task of taking a new sample on the day following the end of
the three-month period referred to in the preceding article for analysis and
notifying the Ministry of Irrigation with the result of the analysis and the
final opinion of the Ministry of Health in this respect according to the
form referred to in article (26) in the regulations.

Article 30 - The Ministry of Irrigation shall withdraw the license and halt
the drainage into waterways in the administrative way if the processing
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does not occur within the three-month period referred to in article 28 or if
the result of the reanalysis revealed the incompetence of the processing
done by the party concerned.

Article 31 - The owners of permanent or temporary facilities that
currently exist and produce wastes drained in waterways shall be
committed to inform the Ministry of Irrigation within three months from
the date of putting the regulations into effect with a statement including
the following:

1- The name and address of the facility.
2- The name of the owner of the facility or the authority that it follows.
3- The activity practiced by the facility.
4- The granted license for establishing the facility.
5- The quality of the wastes that are discharged into the waterway.
6- The name of waterway into which the wastes are cast.
7- The license granted to the facility to discharge its wastes into the
waterway.
8- The amount of liquid wastes authorized to be drained into the
waterway.

The notification shall be done via a registered letter or by handing it
with a receipt to the engineer of the irrigation district in whose area of
jurisdiction the facility is located.

 Article 32 - The Ministry of Irrigation shall create registers at the level
of Irrigation Districts comprising data of the permanent or temporary
facilities or the facilities licensed to be established under law 48 for the
year 1982 referred to.

 Article 33 - The Ministry of Irrigation shall revise the notifications
submitted to it in accordance with article (31) by the facilities that
currently exist, and the state of their drainage of their liquid wastes into
waterways. The Ministry shall also perform the inspection necessary for
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the process of draining liquid wastes produced by these facilities,
demonstrate her observations regarding every location and send a copy of
these data to the Ministry of Health for taking samples from the liquid
wastes at the times scheduled by the ministry and conducting the analysis.

 Article 34 - The Ministry of Health shall apprise the Irrigation Authority
requiring the analysis and the owner of the facility with the result of the
analysis of the samples accompanied with the final opinion of the
Ministry of Health laboratories in their regard.

 Article 35 - The owner of the facility should, within a year from the date
of applying law 48 for the year 1982 referred to, provide a means for
processing liquid wastes for removing the causes of violation to the stated
standards and specifications.

Article 36- By the end of the duration referred to in the above-mentioned
article, the Ministry of Health shall perform a new analysis of the samples
of the processed liquid wastes from all the existing facilities previously
informed with data according to article (33) from the regulations. The
Ministry of Health shall apprise the Ministry of Irrigation and the owner
of the facility with the result of the analysis and the opinion of the
Ministry of Health laboratories in their regard.

 Article 37- The Ministry of Irrigation shall withdraw the license and stop
the drainage into waterways in the administrative way if the
incompetency of the processing of the liquid wastes, conducted by the
owner of the facility, is proven after the end of the duration referred to in
article (35) from the regulations without prejudice to the sanctions stated
in law 48 for the year 1982 referred to.

 Article 38 - Starting from the date of the application of law 48 for the
year 1982 referred to, the civil service and local government services
shall not be allowed to authorize establishing facilities that would
produce wastes to be drained in waterways. The Ministry of Irrigation
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shall be exclusively responsible for giving the final license for instituting
the facilities that would produce drainage wastes in waterways, after the
owner of the facility receives approvals from the competent authorities
and commits himself to provide units for processing liquid wastes in
conformity with the standards and specifications stated in the regulations.

Section 4
 About The Floating Facilities and Movable River Units

Chapter 1
About The Floating Facilities

Article 39- In the application of the provisions of article (5) from law 48
for the year 1982, a floating facility means every motorized or non-
motorized floating establishment   whether it was residential or
touristic 

Article 40- Starting from the date of application of law 48 for the year
1982 referred to, the Ministry of Irrigation shall have the jurisdiction over
issuing licenses for establishing the new floating facilities and renewal of
licenses of the existing floating facilities after the owner receives
approvals from the competent authorities.

 Article 41- The application of the license for establishing the facility
shall be presented by its owner to the President of the Irrigation Sector of
the Ministry in Cairo. The application form must bear the necessary
governmental stamps with the following documents enclosed:

1- The document of ownership of the facility.
2- A certificate from the Public Authority for River Transportation
proving the usability of the facility and compatibility with the conditions
stated by the Authority.
3- A certificate from the Irrigation Engineer in charge proving availability
of a unit for processing the wastes resulting from using the facility, his
examination of the facility and its competency.
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4- Approvals of other competent authorities.
5- The commitment of the owner of the facility of preventing the leaking
of the fuel used for operation of the facility into the waterways.
6- The name of the waterway used for operating or berthing the facility.
7- Paying the fees of examination which amount to twenty pounds 

Article 42- The license shall be issued by the competent Irrigation
General Director or the Nile Inspector within a month from the date of
presenting the application. The granted license should include the
following:

The name of the facility.
The name of the owner of the facility.
The activity practiced by the facility.
The name of the waterway authorized for the use of the facility.
Commitment of the owner of the facility of preventing the leaking
of the fuel used for operation of the facility in the waterways.
The duration of the effectiveness of the license granted to the
facility, which shall be as follows:

1- Three years for the facilities used for residential purposes.
2- One year for the facilities used for touristic purposes.

Article 43 - The application of the renewal of the license shall be
presented after applying the measures stated in article 41 from the
regulations to the authority issuing the license in three months before
the expiry of the existing license.

Article 44 - In case of loss or damage of the license, the Irrigation
Public Department or the Nile Inspection issuing the license should be
immediately informed and the owner should receive a substitutive
license after paying the charges amounting to ten pounds.

Article 45 - The machinery of the Ministry of Irrigation should
conduct periodic inspection at least once every three months and when
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necessary over the floating facilities anchoring within the district   to
confirm its abiding by the conditions of the granted license and
providing a means for processing their wastes or collecting them in
specific places, draining and casting them away in sewage. If the
facilities violated that, the Ministry of Irrigation would inform the
owner of the facility with a registered letter to remove the causes of
the violation in three months since the date of receiving the
notification.

Article 46 - The Irrigation Engineer or Nile Inspector should
reexamine the facility by the end of the three-month period in the
above-mentioned article. If the processing undertaken by the owner of
the facility for removing the causes of the violation is proven to be
incompetent, the license of the facility shall be cancelled.

Article 47- The Ministry of Irrigation shall create records at the level
of the Irrigation Districts and Nile Inspections comprising all the data
stated in the license granted for each facility that anchors or operates
at the waterway situated within its boundaries.

Article 48- All the owners of the existing facilities should apprize the
Ministry of Irrigation on the date of effectiveness of the regulations,
whatever the use of the facility, with a statement including the
following:

The name of the facility.
The name of the owner of the facility or the authority it follows.
The activity practiced by the facility.
The license granted for establishing the facility.

The name of the waterway authorized for use by the facility.
The quality of the wastes resultant from the use of the facility
and the method of disposal.
The availability of units for processing the wastes before
disposal.
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The license given to the facility for draining its wastes in the
waterway.

This notification should be sent in a registered letter or is handed by
receipt to the competent Engineer of the Irrigation District or the Nile
Inspector in whose area of jurisdiction the facility is located within
three months from the date of  putting the regulations in effect.

Article 49- The Ministry of Irrigation shall revise the notifications
submitted by the owners of the existing facilities at the time of
applying law 48 for the year 1982 referred to and shall perform an
examination of the facilities and methods of processing and drainage
of its wastes and shall report its observations regarding every facility,
and shall send a copy of all these data to the Ministry of Health and
the Sanitation Utility to furnish the Engineer of the Irrigation District
or the competent Nile Inspector with the opinion in its regard.

Chapter 2
About the River Units

 Article 50- In the application of the provisions of article 7 of law 48
for the year 1982 referred to, the movable River Unit stands for every
floating facility in which the machine is a means for its operation even
if it consists of a propeller and a propelled device or a trailing and a
trailed device whatever is the purpose of its use.

Article 51- The provisions of the articles from 39 to 49 from these
regulations shall apply to the movable river units with the exception
that the duration of the effectiveness of the license shall be three years.

Article 52- The Nile Water Police following the Ministry of Interior
shall assume monitoring floating facilities and the river units which
cast their wastes into waterways as well as those which leak the fuel,
report the necessary records and notify the Engineer of the Irrigation
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District or the Engineer of the Nile Inspection in whose area of
jurisdiction the floating facility or the river unit is situated to take the
necessary actions according to the provisions of law, carry out the
periodic and sudden inspection when these floating facilities and river
units are in the anchorages and adopt the necessary measures.

Article 53- The Ministry of Irrigation shall inform the Nile Water
Police for detecting the violation, reporting the necessary record and
notifying the competent authority in the Ministry of Irrigation for
application of the provisions of the law.

Article 54- The Ministry of Irrigation shall inform the Ministry of
Health for taking the samples from the liquid wastes that the facility
drains into waterways, analyzing the samples and notifying the
competent Authority of the Ministry of Irrigation with the result of the
analysis accompanied with the opinion of the Ministry of Health
laboratories in this regard.

Section 5
About Taking the Samples and

                                         Conducting the Analyses

Article 55- Representatives from the Ministries of Irrigation and
Health and from the competent Sanitation Utility shall be entitled to
access real estates, shops, touristic, industrial and commercial
facilities and other institutions that drain their wastes into the water
bodies for purposes of taking the samples, and conducting regular and
irregular investigation for examining the technique of draining the
liquid wastes and the processing units in order to confirm the
effectiveness of operation or discovering the wastes.

The owner of the facility should offer the assistance and facilities
needed for the completion of their task in the best way possible.
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Article 56- The sample should not be less than two liters, the samples
are to be put in bottles with sealed smooth glass covers. The
containers and the covers should be cleaned well before use. If the
samples are taken from liquid wastes treated with chlorine, sterilized
containers should be used.

Article 57- The analysis shall take place at the Ministry of Health
laboratories immediately after taking the samples. If that is difficult to
maintain or if the determined tests are delayed for over three hours,
the sample must be kept inside a fridge, with the container surrounded
by a layer of ice till the sample reaches the laboratory with some ice
left.

 Article 58- The sample should be identical to the nature of the liquid
wastes as much as possible, and should be taken from a suitable place
at the end of the purification process or the final point of connection of
the facility wastes or the purification process and from the place where
it is drained into the waterways. If the facility has more than one exit
for the wastes, the samples should be taken separately from each and
every exit. The container should be full and well-plugged after taking
the sample. No bubbles or unfilled space should be allowed between
the water level inside the container and the plug. While taking the
sample, the opening of the container should be placed counter to the
current. The sample should neither be taken from the surface nor from
the deep water. After filling the container, the opening should be
covered by gauze and sealed with wax (or any similar substance) as
well as with the signet of the official commissioned to take the
sample.

 Article 59- The official commissioned with taking the sample should
accurately and legibly fill the form specified for that purpose and
make the owner of the facility or his representative sign the form. He
should send the form immediately with the sample to the Public
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Department of the Central Laboratories at the Ministry of Health in
Cairo or the provincial laboratories in other governorates.

Section Six
The Regulations, Standards  and Specifications

regarding the Draining of Processed Liquid Wastes into Waterways

First: Regarding Drainage in Freshwater Bodies:

Article 60- Fresh waterways into which processed liquid industrial
wastes are licensed to drain should be kept within the following
standards and specifications:

Statement Standards and Specifications
(milligram/liter unless otherwise
mentioned)

Colour
Total solid substances
Temperature
Dissolved oxygen
Hydrogen exponent

Absorbed biotic oxygen
Chemically consumed oxygen
Organic nitrogen
Ammonia
Grease and oils
Total Alkalines

Sulfates
Mercury compounds

Not exceeding 100 degrees
500
Five degrees above the average
Not less than 5
Not less than 7 and not exceeding
8.5
Not exceeding 6
Not exceeding 10
Not exceeding 1
Not exceeding 0.5
Not exceeding .01
Not exceeding 150 and not less
than 20
Not exceeding 200
Not exceeding  0.001
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Iron
Manganese
Copper
Zinc
Detergents
Nitrates
Fluorides
Phenol
Arsenic
Cadmium
Chromium
Cyanure
Lead
Selenium

Not exceeding 1
Not exceeding 0.5
Not exceeding 1
Not exceeding 1
Not exceeding 0.5
Not exceeding 45
Not exceeding 0.5
Not exceeding 0.02
Not exceeding 0.05
Not exceeding 0.01
Not exceeding 0.05
Not exceeding 0.1
Not exceeding 0.05
Not exceeding 0.01

Article 61- The standards concerning licensing for draining the
processed liquid industrial wastes into freshwater bodies and
groundwater reservoirs as determined by the Ministry of Health are as
follows:
(All the standards are milligram/liter unless otherwise mentioned)

Statement
Maximal standards of processed liquid
industrial wastes that are drained in
The Nile river from
the borders of South
Egypt till the Delta
Barrages

The Nile branch ,
Rayahat, Canals and
Groundwater
Reservoirs

Temperature

Hydrogen exponent

Color

35

6-9

Free from colored

35

6-9

Free from colored
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Absorbed biotic oxygen

Chemically consumed
oxygen
( Dicromate)

Chemically consumed
oxygen
(Permanganate)

Total soluble solid
substances

Ash of soluble solid
substances

Suspended substances

Ash of suspended
substances

Sulfides

Oils, greases and resins

Phosphate (non-organic)

Nitrates

Phenol

substances

30

40

15

1200

1100

30

20

1

5

1

30

0.001

substances

20

30

10

800

700

30

20

1

5

1

30

0.001
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Fluorides

Residual chlorine

0.5

1

0.5

1

Statement
Maximal standards of processed
industrial liquid wastes that are drained
in
The Nile river
from the borders
of South Egypt
till the Delta
Barrages

The Nile branch ,
Rayahat, Canals and
Groundwater
Reservoirs

Heavy metals group
which includes ( )

  Mercury

  Lead

  Cadmium

  Arsenic

  Chromium

  Copper

  Nickel

  Iron

 Manganese

1

0.001

0.05

0.01

0.05

0.05

1

0.1

1

0.5

1

0.001

0.05

0.01

0.05

0.05

1

0.1

1

0.5
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 Zinc

 Silver

 Detergents

 Potential number of
the colonic group in
100 cm3

1

0.5

0.05

2500

1

0.5

0.05

2500

Article 62- The Ministry of Irrigation has the right to disregard some
of the standards referred to in the above-mentioned article without
prejudice to the provisions of the regulations. That may apply to the
cases where the amount of processed liquid industrial wastes drained
into freshwater bodies are less than one hundred cubic meter per day
on condition that it does not exceed the measurements set in the
following table:

   Statement

Maximal standards of processed liquid
industrial wastes that are drained in
The Nile river from the
borders of South Egypt
till the Delta Barrages

The Nile branch ,
Rayahat, Canals and
Groundwater
Reservoirs

Absorbed biotic
oxygen

Chemically
consumed
oxygen
(Diacromat)

Chemically
consumed

40

60

20

30

40

15

A9-30



oxygen
(permanganate)

Total solid
substances

Ash of solid
substances

Suspended
substances

Oils, greases and
resins

Nitrates

Phenol

1500

1000

40

10

40

0.005

1000

900

30

10

30

0.002

 Article 63- The processed liquid industrial wastes licensed to be
drained into freshwater bodies must not be mixed with human or
animal wastes.

 Article 64- In implementation of the provisions of law 48 for the year
1982 referred to, the legislations organizing the standards regarding
radiations and radiant substances shall be applied to make sure that
they are in conformity with the liquid industrial wastes before draining
them into freshwater bodies.

 Article 65- The drains water before being pumped into freshwater
bodies should fulfill the following standards:
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statement Standards( milligram/liter unless
otherwise mentioned)

Color

Total solid substances

Temperature

Odor

Dissolved oxygen

Hydrogen exponent

Absorbed biotic oxygen

Chemically consumed oxygen
( Dicromate)

Chemically consumed oxygen
(permanganate)

Ammonia

Oils or greases

Alkalines

Mercury compounds

Not exceeding 100 unit

500

5 Celsius

Free from colored substances

Not less than 5

Not less than  7 and not exceeding
8.5

Not exceeding 10

Not exceeding 15

Not exceeding 6

Not exceeding 0.05

Not exceeding 1

Not exceeding 200 and not less
than 50

Not exceeding 0.001
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Iron

Manganese

Copper

Zink

Detergents

Nitrates

Fluorides

Phenol

Arsenic

Cadmium

Chromium

Cyanide

Tannin and lignite

Phosphate

Carbon-chloroform  abstracts

Potential number of the colonic
group 100 C3

Not exceeding 1

Not exceeding 1.5

Not exceeding 1

Not exceeding 1

Not exceeding 0.5

Not exceeding 45

Not exceeding 0.5

Not exceeding 0.02

Not exceeding 0.05

Not exceeding 0.01

Not exceeding 0.01

Not exceeding 0.1

Not exceeding 0.5 milligram/liter

Not exceeding 1 milligram/liter

Not exceeding 1.50 gram/liter

5000
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Second: Regarding Draining into Saline Water Bodies:

 Article 66: The sewage water and liquid industrial wastes licensed to
be drained into saline water bodies should fulfill the following
standards and specifications:

Statement
Maximal Standards and Specifications (
milligram/liter unless otherwise mentioned)
Sewage water Liquid industrial

wastes

Temperature
Hydrogen exponent
Absorbed biotic
oxygen
Chemically consumed
oxygen( Dicromate)

Chemically consumed
oxygen(
Permanganate)
Dissolved oxygen
Oils and greases
Dissolved substances
Suspended substances
Colored substances

Sulfides
Cyanide
Phosphate
Nitrates
Fluorides
Phenol
Total heavy metals

35 Celsius
6-9
60

80

40

Not less than 4
10
2000
50
 Free from colored
substances
1
-
-
50
-
-
1

35 Celsius
6-9
60

100

50

-
10
2000
60
Free from colored
substances
1
0.1
10
40
0.5
0.005
1

A9-34



Pesticides
Potential number of
the colonic group 100
C3

None
5000

None
5000

Article 67- In case of draining the sewage water or liquid industrial
wastes mixed with sewage water into saline water bodies, based on a
request by the competent Health Authority, drained water should be
processed with chlorine for purification before drainage so that the
chlorine remaining in it after twenty minutes from adding should not
be less than 0.50 milligrams. The devices and materials used for
purification should be available and ready for action continuously for
performing the processing upon request.

 Article 68- Saline water bodies into which liquid industrial wastes are
licensed to drain should remain within the limits of the following
standards and specifications:

Statement Standards and specifications
Temperature

Dissolved oxygen

Hydrogen exponent

Detergents

Phenol

Sediments

Not exceeding 5 Celsius above
the average
Not less than 4 milligrams/liter
at any time
Not  less  than  7  and  not
exceeding 8.5

Not exceeding 0.5
milligram/liter

Not exceeding 0.005
milligram/liter

Not exceeding 50 units
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Soluble solid substances

Potential number of the
colonic group in 100 C3

Not exceeding 650
milligram/liter
Not exceeding 5000

Article 69- In case the liquid wastes are drained into the lakes   the
number of the colonic bacteria in fish traps should not exceed (70) per
100 cm3, and does not exceed (230) per 100 cm3 in tenth of the
samples taken from the lakes water at fishing season, for fish
conservation and preventing the effects of draining that these wastes
may have on fish traps.

Section 7
The Fund of the Revenue of Charges and Fines

 Article 70- In application of the provisions of article 14 of law 48 for
the year 1982 a special fund shall be created with a special account in
the Egyptian Central Bank under the name" The fund of charges and
fines of law 48 for the year 1982 regarding the protection of the Nile
river and waterways from pollution".

 Article 71- The revenue of the charges, fines and costs resultant from
the implementation of the provisions of law 48 for the year 1982
referred to shall go to the above-mentioned fund.

Article 72- The board of directors of the fund shall be selected via a
resolution by the Minister of Irrigation, and shall convene at least once
every month.

 Article 73- The board of directors shall undertake the responsibility
of drawing the policy of the fund, follow-up of the actions, and
formulating the systems and measures necessary for accomplishing
those actions.
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Article 74- The budget of the fund including the collected revenues
and the expenditures shall be prepared and reviewed by the board of
directors long enough before the beginning of the fiscal year and
should be approved by the Minister of Irrigation.

At the end of the fiscal year the final account of the fund shall be
prepared to be ratified by the board of directors in preparation of
review for the Accounts Monitoring at the Central Auditing
Organization.

Article 75- The board of directors shall formulate its own measures
without being restricted by the governmental laws and regulations and
shall be ratified by the Minister of Irrigation.

Article 76- The revenues of the fund shall comprise the following:

a) The charges of issuing the licenses and insurances regarding
establishing any facilities that would produce wastes to be drained
in waterways.

b) The charges of issuing the licenses and insurances regarding
establishing new floating facilities and river units and renewal of
the licenses of existing floating facilities and units.

c) The value of violations and fines stipulated in article 16 from law
48 for the year 1982 referred to.

d) Other revenues that shall be collected via application of law 48 for
the year 1982 referred to.

e) Credits and monetary aids designated by the government as a
subsidy for the fund's revenues.

f) The grants, donations and legacies that may be accepted by the
Minister of Irrigation.

 Article 77- The yields of the fund are spent according to the
regulations formulated by the board of directors and shall include
particularly the following:
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a) The costs of the administrative removal of the wastes.
b) The monetary aids for the authorities establishing units for

processing the wastes before drainage.
c) The costs of conducting laboratories analyses, researches and

studies.
d) The rewards given to the workers who exert unusual efforts in the

operations of detection and removal of the wastes.
e) The rewards given to the officials responsible for reporting and

detecting the crimes violating the provisions of law 48 for the year
1982 referred to.

f) The wages of occasional workers whose services are needed in
removing the wastes or any other tasks required for the
implementation of law 48 for the year 1982 referred to.

 Article 78- The Public Departments of the Irrigation Authority shall
assume collecting those charges and dues, and depositing them in the
Fund's account. The charges and due expenditures, in implementation
of the provisions of this law may be levied by way of administrative
confiscation.

Article 79- The board of directors shall specify the rewards for the
officials responsible for reporting and detecting the crimes with a ratio
of the value of the collected fine, as well as its minimal and maximal
level, and the measures for spending.

Article 80- The holders of the licenses for draining the processed
liquid wastes into waterways shall be informed annually in July with a
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statement including the amounts due for charges, laboratory analyses,
expenditures, fines and costs of removal done throughout the year.

Section 8
General Provisions

Article 81- The owners of the facilities licensed to drain their
processed liquid wastes into waterways shall be committed to deposit
insurance at the Irrigation Authority Fund as a guarantee of applying
the provisions of article 16 of law 48 for the year 1982 referred to in
accordance with the following:
a) One thousand pounds for every facility that employs a pipe whose

diameter is not more than twenty centimeters or several pipes with
the same amount of drainage for the purpose of draining its
processed liquid wastes into waterways.

b) Two thousand pounds for every facility that employs a pipe whose
diameter reaches or exceeds twenty centimeters for draining its
processed liquid wastes into the waterways.

The value of the fine as well as the costs of the removal shall be
deducted from the insurance upon violation if the violator did not pay
the value of the fine and costs of removal. The owner of the facility
shall be committed to complete the sum of the insurance in two months
from the date of notification by discounting the determined value of the
fine and the costs of removal.

The receipt of depositing the insurance money is considered one of
the documents necessary for obtaining or renewing the license.

The insurance shall be paid back at the expiry of the license unless
the licensee is indebted to the Irrigation Authority with any other
money.
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Article 82- Foraccessibility to waterways, one piaster is annually
charged for every cubic meter of processed liquid wastes licensed to
be drained into waterways. The revenues of that charge shall be
deposited in the Irrigation Authority Fund in the Ministry of Public
Works and Water Resources.

Article 83- This resolution shall be published in the Egyptian Official
Gazette, and shall be effective starting from the date of publication.

Written on 17 January 1983.

The Minister of Irrigation
Engineer\ Mohamed Abdel-Hady Samaha

A9-40



 

資料-10. 住民意向調査結果 

 

1. 調査概要と調査戸数 

灌漑用水の不足・排水の再利用、集落の生活環境や農業廃棄物等の収集処理に係る現状、

並びに施設を計画する際の維持管理に係る住民の支払い能力・意向を把握するために住民

意向調査（社会条件調査）を実施した。調査方法は質問票によるインタビュー方式により

行うこととした。調査内容の詳細は以下のとおりである。調査対象戸数は、対象地区内の 5

集落を合わせた 134 世帯となった。 

表 1 住民意向調査内容 

項目 内 容 
調査対象 バハルエルヌール地区及びその周辺（主に下流部）の住民 
調査内容 家族構成／耕作面積、作付け作物／作物収量（低収量の場合の原因）／項目別収

入、支出／灌漑用水の不足状況／排水再利用の有無、作物への影響／堆肥の利用

状況／所属する農民組織／維持管理負担に関する意向 
調査数量 250 世帯を前提にしたが、現地状況確認を確認した結果、対象とする 5 集落の総

世帯数が約 150 世帯であることが判明し、サンプル数は 150 世帯を想定した。再

委託調査により長期不在世帯も確認され、結果として 134 世帯を調査した。 

 

調査を実施した集落は、バハルエルヌール灌漑水路およびビヤラ排水路沿いに位置する

Al Saei 村、Al Nahas 村および Al Doksh 村と、Ash Shurafah 灌漑水路沿いに位置する Ash 

Shurafah 村および Al Tanapra 村の 5 村である。後者の 2 村は No.4 排水路から排水の再利用

を行っている。各村のサンプル数は、下表の通りであり各村のほぼ全世帯をカバーしてい

る。最大の集落は Al Nahas 村で 51 世帯のサンプル数となった。次いで Ash Shurafah 村が大

きく 39 サンプルを得ている。平均家族規模は 5.5 人である。 

表 2 調査実施戸数 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al Doksh Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
平均家族規模(人) 5 5 4 7 5 5.5 

 

2. 灌漑用水の不足 

灌漑用水の不足について聞き取ったところ、全村で全ての調査世帯が灌漑用水の不足に

直面しているという回答であった。灌漑用水が不足する時期は、夏季のみと回答した世帯

が全体で 17.2%、夏季と冬季両方と回答した世帯が 82.8%であった。下表に示されるように、

バハルエルヌール灌漑水路沿いの集落の方が、夏季と冬季の双方で水不足があると回答し
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た世帯割合が高くなっている。また、水不足が作物の生育に影響をおよぼしているという

回答は、夏季で 83.6%、冬季で 32.8%であった。 

表 3 灌漑用水の不足状況 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al Doksh Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
灌漑不足あり(%) 100 100 100 100 100 100 
不足の時期       
 夏季(%) 8.3 0.0 18.2 43.6 22.2 17.2 
 夏季＋冬季(%) 91.7 100.0 81.8 56.4 77.8 82.8 
水不足の作物へ

の影響あり 
      

 夏季(%) 50.0 98.0 100.0 79.5 88.9 83.6 
 冬季(%) 50.0 15.7 0.0 41.0 88.9 32.8 

 

3. 排水の再利用 

排水の灌漑への再利用は、全体で 97%の農家が実践しているという回答であった。Ash 

Shurafah 灌漑水路沿いの 2 集落では、一部で排水を再利用していないと回答する世帯も見ら

れるが、Ash Shurafah 灌漑水路の末端には No.4 排水路から排水を灌漑水路に注入するポン

プ機場が設置されており、定期的に排水を灌漑水路に注水しているので、農家が意識せず

とも排水を再利用していることになるので、対象地域では 100%排水を再利用していると見

てよいであろう。 

再利用の時期は、夏季と冬季双方が大勢であるが、Al Nahas 村では、夏季のみという回

答が 86.3%と大半を占めている。また、排水の水質が悪化してきていると感じる人が全村で

98%であり、農家は、生活排水・下水が原因であると推測している。 

表 4 排水の再利用状況 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al Doksh Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
再利用あり(%) 100.0 100.0 100.0 92.3 88.9 97.0 
再利用時期       
 夏季(%) 4.2 86.3 18.2 11.1 0.0 39.2 
 冬季(%) 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.80 
 夏季＋冬季(%) 91.6 13.7 81.8 88.9 100.0 60.0 
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4. 下水・生活排水処理 

下水・生活排水の処理は、Al Nahas 村および Al Doksh 村では、排水路に垂れ流しており、

その他の 3 村では、汲み取り車が簡易タンクに溜められた下水を回収している。Al Saei 村

では、集落の周囲の排水溝に下水を流し、最終的に水路に垂れ流している状況も見られた。

汲み取りを行っている 3 村では、汲み取り費用が掛っており、3 村のサンプル世帯の聞き取

り結果では、汲み取り費用は平均月額 LE18.9 となった。汲み取り費用の最頻値は、月額 LE10

であったが、Al Tanapra 村では月額 LE20 と他村と比較して高額の回答であった。 

下水処理の支払い意思を聞き取ったところ、Ash Shurafah 村では、平均月額 7LE という回

答であったのに対し、他の 2 村では、下水処理費用は無償であるべきだという回答であっ

た。しかしながら、現状では、下水処理に係る費用については、農家は支払いを行ってい

るので、現状を超えない範囲での支払いには応じる可能性がある。 

表 5 下水・生活排水処理状況 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al Doksh Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
処理方法       
 排水路(%) 0.0 100.0 100.0 2.6 0.0 47.0 
 汲み取り(%) 100.0 0.0 0.0 97.4 100.0 53.0 
処理費用       
 平均値（LE/月） 15 - - 19 29 18.9 
 最頻値（LE/月） 10 - - 10 20 10 
支払意思(LE/月) 0 - - 7 0  

 

5. 農家所得 

サンプル農家の所得に関する調査を行った。農家の所得としては、作物生産からの所得、

畜産からの所得、農外所得、送金等が考えられるが、作物生産からの所得（農業所得）以

外の収入については有効な回答が得られなかった。このため、本項では、農業所得（作物

生産からえら得れた所得）に限定して考察する。 

まず、特徴的であるのは、対象集落の農家が全て小作農であるということである。対象

集落に居住する農家は、近傍のビヤラ市等に住む地主から借地して農業を営んでいるとの

ことである。小作形態は分益（刈分）小作であり、借地した農家は、収穫物の半分を地主

に供出する。サンプル世帯の平均経営規模は、2.82feddan（1.18ha）であり、集落別では、

Al Saei、Al Nahas、Al Doksh、Ash ShurafahおよびAl Tanapraの平均経営規模が、各々2.25feddan 

(0.95ha)、2.36feddan (0.99ha)、2.64feddan (1.11ha)、3.71feddan (1.56ha)、および 3.28feddan 

(1.38ha)となっている。Ash Shurafah 灌漑水路沿いの農家の平均経営規模が、バハルエルヌ
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ール灌漑水路沿いより若干大きくなっている。 

調査農家の戸当たり平均年間農業所得は、LE3,583（約 61 千円）となっている。但し、

生産物の自家消費分は含まれていない、すなわち、農産物の販売額から生産費および小作

料を差し引いた額を農業所得として計算している。分益小作により農家の小作料負担が大

きく、農業所得が低位になっている。集落別では、Ash Shurafaha 村の平均農業所得が LE4,744

（約 81 千円）と最も高く、Al Saei 村が LE3,012（約 51 千円）で最も低い。 

表 5に示した、3村の平均下水処理費用の平均農業所得に対する比率を計算すると、Al Saei

村で約 6%、Ash Shurafah 村で約 5%、Al Tanapra 村で約 10%となっており、若干高い印象で

ある。サンプル農家の最頻値である月額 LE10（年額 LE120）で考えると、農業所得に対す

る下水処理費用の割合は、3%～4%程度と推計される。 

表 6 農業所得 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al 
Doksh 

Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
平均経営規模（fed）
( )内 ha 

2.25 
(0.95) 

2.36 
(0.99) 

2.64 
(1.11) 

3.71 
(1.56) 

3.28 
(1.38) 

2.82 
(1.18) 

平均農業所得(LE/年) 3,012 3,070 3,117 4,744 3,553 3,583 
農業所得の分布       
 2000LE 以下(戸) 6 21 3 5 0 35 
 2001-4000 (戸) 12 14 6 16 5 53 
 4001-8000 (戸) 6 14 2 15 4 41 
 8000LE 以上(戸) 0 2 0 3 0 5 
平均下水処理（LE/年） 180 - - 228 348 227 
農業所得に対する割

合(%) (*) 
5.98 - - 4.80 9.79 5.65 

農業所得に対する割
合：下水処理費が年間
120LE の場合(%) 

3.98 3.91 3.85 2.53 3.38 3.35 

(*) Average is of Al Saei, Ash Shurafah and Al Tanapra 

6. 健康・農村アメニティ 

住民意向調査では、集落からの生活排水流出に関する衛生意識についても質問している。

これまでの調査団の聞き取りでは、住民が劣悪な水質環境に苦慮しているという意識はあ

まり見られなかった。その理由として、①灌漑期に水路の廃棄物が流されること、②集落

内で人畜が分離されておらず水路よりも畜舎の臭いが強いこと、③水道整備が進んでおり

住居内で水浴・洗濯が可能なため家屋の中の生活に関しては衛生環境が保たれていること

などが考えられる。一方で、下表に示すように、排水の悪臭が Al Saei 村や Al Nahas 村で意

識する人の割合が高いことが示されている。 

主な疾病では皮膚病の割合が高く、Al Nahas 村では、他村に比して下痢の疾病が主な疾
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病として高く認識されている。平均の年間医療支出は、Al Nahas 村の平均が LE42 と最も低

く、Ash Shurafah 村の平均が LE262 と最も高い。全世帯平均では年間 LE140 となっている。 

表 7 健康・農村アメニティについて 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al Doksh Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
環境問題(%)       
 排水不良・溜まり水 74 4 64 27 50 31 
 排水の悪臭 78 100 27 46 38 70 
 蚊やハエ 91 100 91 68 100 88 
主な疾病(%)       
 下痢 13 96 36 20 22 49 
 皮膚病 92 96 45 92 100 90 
 Bilharzias 42 6 9 46 78 29 
平均年間医療支出(LE) 158 42 75 262 198 140 

 

7. ゴミ処理・農業廃棄物処理 

農業廃棄物として、稲藁は主として堆肥、飼料、家畜の敷き藁に用いられており、焼却

は少ない。麦藁は家畜の敷き藁に専ら用いられている。なお、家畜糞尿は 100%堆肥として

用いるとの回答であった。しかし、糞尿は水路沿いに積まれるため、水路に落下して水質

汚染源となっている。家庭のゴミは焼却が最も多く、水路への投棄は回答が少なかった。 

表 8 農業廃棄物および家庭のゴミ処理状況 

関連灌漑水路 Bahr El Nour Ash Shurafah 
関連排水路 Biyala Drain No.4 Drain 

集落名 Al Saei Al Nahas Al Doksh Ash 
Shurafah 

Al 
Tanapra 

計（平均）

サンプル数 24 51 11 39 9 134 
稲藁の処理       
 焼却 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.7 
 販売(%) 4.2 0.0 0.0 5.1 0.0 2.2 
 堆肥化(%) 29.2 84.3 27.3 5.1 0.0 41.0 
 飼料(%) 4.2 0.0 9.1 87.2 12.5 27.6 
 家畜の敷き藁(%) 62.5 15.7 63.6 2.6 87.5 28.4 
麦わらの処理       
 販売(%) 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.7 
 堆肥化(%) 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.7 
 家畜の敷き藁(%) 100.0 100.0 100.0 94.8 100.0 98.5 
家庭のゴミ       
 排水路に投棄(%) 0.0 0.0 0.0 7.7 11.1 3.0 
 焼却(%) 83.3 15.7 9.1 46.2 88.9 41.0 
 車輌搬出(%) 16.7 0.0 9.1 46.2 0.00 17.2 
 堆肥化(%) 0.0 84.3 81.8 0.0 0.00 38.8 
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8. まとめ 

上記の通り、調査対象 5 集落では、灌漑用水の不足がいずれの農家からも報告され、排

水の再利用が不可欠となっている状況が確認できる。一方で、農家は、排水の水質が悪化

する傾向にあると感じており、その原因が下水の流入にあるということを思慮しているこ

とが調査結果より看取された。 

調査 5 集落のうち、Al Nahas および Al Doksh では、現状で下水・生活排水を排水路に垂

れ流しており、他の 3 集落では汲み取りが行われており、平均の下水処理月額は、Al Saei

村で LE15、Ash Shurafah 村で LE19、および Al Tanapra 村で LE29 であった。また、最頻値

では月額 LE10 であった。この下水処理費用は高いと農家は感じており、下水処理費用は無

償化すべきであるという意見も農家から出ている。 

調査 5 集落の農家は、全て小作であり、収穫量の半分を地主に供出する分益小作である

ことが判明した。平均経営規模は 2.82feddan（1.18ha）と零細であり、また重い小作負担の

ため農業所得水準が低位にある。戸当たり年平均農業所得は LE3,583 と算定された。但し、

畜産収入や農外収入に対して有効な回答が得られなかったため、農家は、農産物販売によ

る収入以外に所得を得ている可能性がある。また、農業生産のうち、自家消費分は所得に

含まれていない。 

このような条件の下、農業所得に対する下水処理費用の割合は、実際に下水処理費用を

支払っている世帯の平均月額 LE18.9 を適用する場合、平均農業所得の 5.7%となる。下水処

理費用を最頻値である月額 LE10 で考える場合は、各集落の平均農業所得の 3%～4%程度と

なる。この割合は決して低いものとは言えないが、実際に調査世帯が支払っている額でも

ある。従って、集落排水処理施設を計画する場合、施設利用者の維持管理費負担額を、世

帯あたり月額 LE10 以下で計画するようにすれば、利用者が維持管理費を負担できる可能性

が高いと言える。 
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資料-12. 排水再利用ポンプ場の調査結果 

 
 本調査結果は、バハルエルヌール地区近傍において、吐水槽を有する既存ポンプの概

要を調査したものである。 

No.4 Drain

Gharbia Drain

Bahr Tera Irrigation Canal

Bahr El Nour

用水路

排水路

１

2

Shurafah PS

Gharbia排水路沿いの再利用ポンプ場
①Komo rosa PS
②Ashrawya PS

A12-1



 
1. No.4 排水路沿いの再利用ポンプ場 

Shurafah Pump Station 
 

ポンプの能力等 

メーカー(タイプ) ALLWEILER FARID PUMPS CO. (SAE) （SZ-60） 

製造年 2003 年 

能力 1.0m3/s 

全揚程（Total Head）  6m 

エンジン出力 121HP 又は 90kw 

パイプの径（吸い込み） 700mm 

パイプの径（吐き出し） 600mm 

 
 

吐水槽の大きさ（内のり） 

縦 205 cm 

横 309 cm 

深さ 285 cm (上から 100cm の部分に余水吐あり) 

容量 18.05m3（余水吐から下の有効容量：11.72m3） 

注（吐水槽のコンクリートの幅は 50cm） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100cm

185cm

余水吐
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2. Gharbia 幹線排水路沿いの再利用ポンプ場 
 

① Komo rosa Pump Station 
ポンプの能力等 

メーカー（タイプ） モーター：AVECO 
ポンプ：KSB GENIRFGAL（中国製） 

製造年 1997 年 

能力 1.0m3/s 

全揚程（Total Head） 6m 

エンジン出力 120HP 

 
 

吐水槽の大きさ（内のり） 

縦 205cm 

横 303cm 

深さ 345cm 

容量 21.43m3 

注（吐水槽のコンクリートの幅は 50cm） 
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② Ashrawya PS 
ポンプの能力等 

メーカー（タイプ） ALLWEILER FARID PUMPS CO. (SAE)  

製造年 2003 年 

能力 0.5m3/s 

全揚程（Total Head）  6m 

エンジン出力 45kw 

 
 

吐水槽の大きさ（内のり） 

縦 305cm 

横 505cm 

深さ 500cm 

容量 77.01m3 

注（吐水槽のコンクリートの幅は 50cm） 
 
 

夏季の水田稲作時に 3～5 ヶ月稼動させる。1 日あたり 12～15 時間。週に 3、4 日程度。

半年ほど前に、泥を吸い込んでポンプが故障した。 
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資料-14. 参考資料／収集資料リスト 

番号 名   称 
形態 

図書・ビデオ･
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ
/ｺﾋﾟｰ 発行機関 発刊年

1 Law 48 for the year 1982 書類 ｺﾋﾟｰ 

Regarding the 
Protection of the 
Nile River and 
Water ways from 
Pollution 

1982 

2 Statistical Year Book 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

Central Agency 
for Public 
Mobilization and 
Statistics 

2009/9

3 Socio-economic Development 
Five-Year Plan 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ

Ministry of 
Economic 
Development 

2007/3

4 Tender Law 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ

The Middle East 
Library for 
Economic 
Services 

2009/1

5 Code 29D/1, Law No. 14 of the year 
2009 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ

The Middle East 
Library for 
Economic 
Services 

2009 

6 Code 29D/2, Ministerial Decree No. 
399/2009 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ

The Middle East 
Library for 
Economic 
Services 

2009 

7 The Executive Decrees of the Labour 
Law 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

The Middle East 
Library for 
Economic 
Services 

2009/2

8 The Law and the Executive Regulations 
of the Law on Environment 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

The Middle East 
Library for 
Economic 
Services 

2008/5

9 Code 54/A, Law No. 9 of the Year 2009 
on the amendment of some provisions 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

The Middle East 
Library for 
Economic 
Services 

2009 
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